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は し が き 

 

この年報は、令和４年中における、柏原羽曳野藤井寺

消防組合の業務の現状及び活動状況を収録したもので、

消防関係者はもとより関係各位にご高覧頂くために編集

致しました。 

なお、資料は原則として暦年（１月１日から１２月３１日）

をもって表しておりますが、それ以外につきましては年度

（４月１日から３月３１日）又は表頭に内容・現在を表示致し

ました。 

 

 

柏原羽曳野藤井寺消防組合 





  消防章の中央に組合構成３市を示す３本の筒先を配し、消防組合の発展と団結を
表すことにより、消防の目的である任務の象徴としたものです。 

組 合 章 

消 防 章  

  消防の象徴であって、デザインは水を代表し、有形となった雪の結晶の拡大図を基
礎とし、これに日章、ホース、筒先及び筒先から放出する水柱を配して図案化したもの
で、それぞれ次の意義を有する。  
 
雪の結晶・・・・・・・・・・・・・・水を有形にしたものの代表であり、職員の性情を表して い                          
  る。 
 
ホース、筒先及び水柱・・・消防の目的である火災のとどめをさす武器であって、消防 
  の任務を完遂する機械及び水を表している。 
  
日 章・・・・・・・・・・・・・・・・・日輪であり、火であるとともに万物を保護し、育成する太陽 
  で あり、消防もその対象は火であり、一般市民の太陽であ 
  ること から、消防の在り方を表している。  

筒
先 

筒
先
か
ら
放
出
す
る
水
柱 

 

ホ
ー
ス 

日
章 



柏 原 市 

  柏原市の市章は、柏原の「カ」と「ハ」を図案化したもので、大和川と石川の
合流点に位置する市のはてしない発展と親和を象徴したものです。  

指   定 説    明 

市 
の 

木  
柏  

（このてがしわ）  

  このてがしわは、昔から柏（かしわ）とよばれています。常緑
針葉の喬木で、樹形は円すい形、小枝はへん平で直立し、ひ
のきに似た葉は、手の平を立てたような形なので、この名がある
と言われています。  
 実や葉は薬用に利用され、庭園樹、いけ垣などに適していま
す。  

市 

の 

花  

つつじ  
（さつきを含む）  

  昔、安宿（やすかべ）つつじとして柏原市玉手山一帯は有名
でした。種類が多く、さつき、ひらどなどもこの中に含まれます。 
  色彩感あふれる美しい花を咲かせ、栽培増殖も容易なので
庭木や盆栽として広く市民に愛好されています。  

か し わ ら し 
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羽 曳 野 市 

は  び  き  の  し 

  羽曳野市の市章は、羽曳野の“羽”の文字を抽象的に図案化し、市にふさわしく
シンプルで、近代風にまとめたものです。鳥のはばたきの如く、市の雄飛と発展性
とを示しています。 

指   定 説    明 

市 

の 

木  

橘  

  橘は、常緑の小高い木で６月頃に白い小さな五弁の花が咲き、
枝は霜雪をしのぎ、葉は寒暑に耐え、実は小さいが玉の様に金
銀に輝き、ゆずに似た香りがあります。 
  宮中紫宸殿にも、左近の桜、右近の橘とならび称されていま
す。その昔、和銅年間には羽曳野地域を中心として橘が多く植
えられていたようで、このことから楠氏の祖先とされている橘氏
（西浦尺度出身）が、元明天皇から功績によって、橘の姓を賜っ
たものと考えられます。 現在、誉田八幡宮神殿にも橘が植えら
れており、日本古来からの柑橘で親しみ易く、市の木としてふさ
わしいものです。 

市 

の 

花  

桃  

  桃の花は春、葉に先立って咲く勢いの強い縁起のよい花で、
今後の市の発展を現わしています。 また、昔からめでたい果実
の一つとされ、邪気を払う力があるとして重宝がられています。 
   市の中央部にある羽曳山周辺は、有名な桃の産地でした。こ
のため市内の小学校の校歌に、あるいは校章にも用いられてい
ます。  
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藤 井 寺 市 

ふ じ い で ら し 

  市内に数多く存在する巨大な前方後円墳と、国府遺跡から出土した、縄文時代
の耳飾りをモチーフにして市民が一つの輪となって躍進する、藤井寺市をイメージ
したものです。  

指    定 説     明 

市 
の 

木  
梅  

   梅は、いち早く春を告げる古来より気品のある色と香が賞美され
ています。万葉集にも数多く詠まれ 、ことに本市ゆかりの菅原道
真が梅を特に愛され郷土天満宮にちなむ知性豊かな木として昭
和４６年１１月３日制定されました。  

市 

の 

花  

菊  

  菊は、日本では古くから高貴性のある花と尊ばれ、不老長寿の
草花と言われ、また観賞用として親しまれるとともに日本の国花と
しても世界的に有名です。 
 気品にすぐれ、芳香が高く広く家庭でも栽培され、菊を愛し育て
て観賞することは、情操の育成ともなるとして、昭和４６年１１月３日
制定されました。  

昭和４６年１１月３日制定 
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◆ 組合規約 

柏原羽曳野藤井寺消防組合規約 

(昭和 38年  9月 27日大阪府指令３８地第 1198 号 許可) 

改正 昭和 39 年 10月 14 日大阪府指令３９地第 9 37 号  許可  

昭和 42 年  1月 18 日大阪府指令  地第 1198 号 許可 

昭和 52 年  3月 16 日大阪府指令 地方第 1646 号 許可 

平成  6年 11月 9日大阪府指令   地方第 944号 許可 

平成 17年 12月 26 日大阪府指令    市第 3248 号 許可 

平成 19 年  3月 26 日大阪府指令   市第 3755 号 許可 

平成 24 年  9月 25 日大阪府指令   市第 2621 号 許可 

 

第１章 総則 

（組合の名称） 

第１条 この組合は、柏原羽曳野藤井寺消防組合（以下「組合」という。）という。 

（組合を組織する地方公共団体） 

第２条 組合は、大阪府柏原市、羽曳野市及び藤井寺市（以下「組合市」という。）をもって組織す

る。 

（共同処理する事務） 

第３条 組合は、次に掲げる事務を共同処理する。 

(1) 消防に関する事務（消防団に関する事務を除く。） 

(2) 大阪府産業保安行政事務に係る事務処理の特例に関する条例（平成１２年大阪府条例第６号）

の定めるところにより、組合市が処理することとされた事務のうち、火薬類、高圧ガス及び液

化石油ガスに関する事務 

（事務所の位置） 

第４条 組合の事務所は、大阪府藤井寺市青山３丁目６１３番地の８に置く。 

第２章 組合の議会 

（議会の組織） 

第５条 組合の議会（以下「組合議会」という。）の議員の定数は、１２人とし組合市の選出区分は、

次のとおりとする。 

  柏原市  ４人 

  羽曳野市 ４人 

  藤井寺市 ４人 

（議員の選挙） 

第６条 組合議会の議員は、組合市の議会においてその議員の中からそれぞれ選挙する。 

２ 選挙を行うべき理由が生じたときは、組合の管理者は組合市の長に通知しなければならない。 

３ 第１項の選挙が終わったときは、組合市の長は直ちにその結果を組合の管理者に通知しなけれ

ばならない。 

（補欠選挙） 

第７条 組合議会の議員に欠員を生じたときは、関係組合市は、直ちに補欠選挙を行なわなければ

ならない。 

２ 前条第２項及び第３項の規定は、前項の選挙に準用する。 

（議員の任期） 

第８条 組合議会の議員の任期は、組合市の議会の議員としての任期による。 

（議長及び副議長） 

第９条 組合議会は、議員の中から議長及び副議長を選挙しなければならない。 
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第３章 執行機関 

（執行機関の組織） 

第１０条 組合に管理者、副管理者２人及び会計管理者を置く。 

（執行機関の選任） 

第１１条 管理者は、組合市の長の互選により選出する。 

２ 副管理者は、管理者以外の組合市の長をもって充てる。 

３ 会計管理者は、管理者の属する市の会計管理者をもって充てる。 

（執行機関の任期） 

第１２条 管理者及び副管理者の任期は、当該組合市の長としての任期による。 

（監査委員） 

第１３条 組合に監査委員２人を置く。 

２ 監査委員は、管理者が組合議会の同意を得て組合議会の議員及び地方自治法第１９６条第１項

に規定する識見を有する者（次項において「識見を有する者」という。）のうちから各１人を選任

する。 

３ 監査委員の任期は、組合議会の議員のうちから選任された者にあっては組合議会の議員として

の任期によるものとし、識見を有する者のうちから選任された者にあっては４年とする。 

（職員） 

第１４条 組合に職員を置く。 

第４章 組合の経費 

（経費支弁の方法） 

第１５条 組合の経費は、組合市の分賦金財産より生ずる収入、手数料その他の収入をもって支弁

する。 

２ 前項の分賦金は、総額の１００分の２０を組合市の均等割とし、総額の１００分の８０を当該

会計年度の前年度の９月末日現在における組合市の住民基本台帳に記録された世帯数に比例し

て組合市に分賦する。 

附 則 

この規約は、設立許可のあった日から効力を有する。 

附 則（昭和３９年１０月１４日大阪府指令３９地第９３７号許可） 

この改正規約は、大阪府知事の許可のあった日から効力を有する。 

附 則（昭和４２年１月１８日大阪府指令 地第１１９８号許可） 

この改正規約は、大阪府知事の許可のあった日からその効力を有する。  

附 則（昭和５２年３月１６日大阪府指令地方第１６４６号許可） 

この規約は、大阪府知事の許可のあった日から効力を生ずる。 

附 則（平成６年１１月９日大阪府指令地方第９４４号許可） 

この規約は、大阪府知事の許可の日から施行する。ただし、第４条の改正規定は平成６年１２月

１日から施行する。 

附 則（平成１７年１２月２６日大阪府指令市第３２４８号許可） 

この規約は、大阪府知事の許可の日から施行する。 

附 則（平成１９年３月２６日大阪府指令 市第３７５５号許可） 

この規約は、平成１９年４月１日から施行する。 

附 則（平成２４年９月２５日大阪府指令 市第２６２１号許可） 

この規約は、平成２５年１月１日から施行する。 
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◆ 消防の沿革 

 

S. 19 8 23 第２次世界大戦中、大阪市周辺重要地域に対する消防警備のため大

阪府中河内郡柏原町字柏原６７６番地に大阪府警察局消防柏原出張所

を開設し柏原町、志紀村、道明寺村、国分町４か町村の警備に当たる

こととなった。 

        職  員 消防曹長以下  ４２名 

        主力機械 ポンプ自動車   ４台 

S. 20 7 1 消防力強化のため、消防士補を長とする柏原小隊となり、大型ポン

プ自動車３台、小型ポンプ自動車１台が増強された。 

S. 

  

21 

  

3 

  

20 

  

大阪府告示第１３１号をもって大阪府柏原消防署に昇格し、同第１

３２号に依り管轄区域を中河内郡柏原町、南河内郡国分町及び志紀村

並びに道明寺村と定められた。 

    4 1 大阪府柏原消防署として発足した。 

    4 15 大阪府中河内郡柏原町本郷１１３番地に消防庁舎を建設し、事務を

開始した。（木造瓦葺平屋建２棟１９３㎡、火の見櫓木骨製地上高さ

８ｍ） 

S. 22 12 23 消防組織法公布される。 

        管内の柏原町、国分町、道明寺村、志紀村は協議の上、地方自治法

第２８４条に定める一部事務組合を設立した。 

        定員 ４０名  実員 ２２名 

S. 23 3 7 柏原町外３か町村消防組合消防本部として発足した。 

    8 31 消防職員を２２名より１４名に減員された。 

    11 30 国分町が消防組合より脱退した為、柏原町外２か村消防組合消防本

部と改称された。 

S. 29 3 31 道明寺町が消防組合より脱退した為、柏原町志紀村消防組合消防本

部と改称された。 

S. 30 3 31 志紀村は消防組合を脱退した。 

    4 1 柏原町消防本部として消防職員１５名をもって発足した。 

    10 1 国分町が町村合併促進法により柏原町と合併した。 

S. 33 10 1 柏原町の市への昇格に伴い柏原市消防本部と改称された。 

S. 35 3 1 １,８００ℓ水槽付消防ポンプ自動車を購入し、消防署に配備した。 

S. 38 9 27 昭和３８年４月消防組織法の改正により同法第１０条に規定する政

令都市となった。柏原市・羽曳野市・美陵町は、広域行政の一環とし

て以前よりあった柏原市消防本部を母体として消防組合を設立した。 

        職員定数   ３７名 

    10 1 柏原羽曳野美陵消防組合が発足し、消防本部消防署が設置された。 

S. 39 5 25 大阪府南河内郡美陵町沢田３３１番地に消防組合消防本部の庁舎が

竣工した。（鉄筋コンクリート造２階建延５３７.３㎡ 望楼の高さ２

８ｍ） 

    6 5 新庁舎に移転し、業務を開始した。 

        主力機械  水槽付消防ポンプ自動車     ２台 

                 可搬式ポンプ積載ポンプ自動車  １台 

        救急車の配備により同日より救急業務を開始した。 

  8 28 柏羽藤火災予防協会が発足した。 
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    11 21 社団法人日本損害保険協会から柏原市に寄贈された消防ポンプ自動

車を消防本部（署）に配備した。 

S. 40 3 16 １５ｍ級屈折はしご付消防ポンプ自動車を購入し配備した。 

    4 30 職員定数  ４５名 

S. 41 7 7 司令車を購入し、配備した。 

  

  

  

  

11 

  

1 

  

美陵町が昇格して藤井寺市となった為、柏原羽曳野藤井寺消防組合

と改称された。 

S. 42 6 26 職員定数  ４９名 

    7 10 消防連絡車を購入し配備した。 

    9 1 消防庁長官より近鉄大阪線国分駅構内で発生した列車事故における

救急活動の功労により表彰状を受ける。 

S. 43 7 20 職員定数   ５３名 

    12 16 柏原機械製作所から救急車の寄贈を受け、消防本部（署）に配備し

た。 

S. 

  

44 

  

3 

  

31 

  

庁舎に隣接する土地（３３０㎡）を購入し、訓練場並びに倉庫を建

設した。 

S. 45 3 5 職員定数   ５７名 

S. 46 3 2 職員定数   ８０名 

    6 30 社団法人日本損害保険協会から消防ポンプ自動車が寄贈され、消防

本部（署）に配備した。         

    7 8 社団法人日本損害保険協会から消防ポンプ自動車が寄贈された。 

S. 47 9 30 職員定数  ８５名 

    10 16 柏原機械製作所から救急車が寄贈された。 

        柏原市安堂町１－２の甲に柏原出張所を開設、消防業務を開始した。 

（鉄筋コンクリート造２階建延２４０.５０㎡） 

        配置人員     １４名 

        主力機械配備数  水槽付消防ポンプ自動車   １台 

                    消防ポンプ自動車      １台 

                    救急自動車         １台 

    11 24 水槽付消防ポンプ自動車２台を購入した。 

    11 27 羽曳野市羽曳が丘４丁目１４－１８に羽曳野出張所を開設、消防業

務を開始した。（鉄筋コンクリート造２階建延２２２.８１㎡） 

        配置人員     １４名 

        主力機械配備数  水槽付消防ポンプ自動車   １台 

                         消防ポンプ自動車      １台 

                     救急自動車         １台 

    11 30 大和団地㈱から救急自動車が寄贈された。 

S. 48 3 30 職員定数   ９０名 

    4 1 火災・救急一斉指令通信装置を設置した。 

    5 18 社団法人大阪府モーターボート競走会から救急自動車３台が寄贈さ

れ、消防本部（署）、柏原出張所、羽曳野出張所にそれぞれ配備した。 

    12 26 司令車を購入し更新配備した。 

S. 49 3 6 職員定数   １０９名 

S. 50 3 22 水槽付消防ポンプ自動車を購入し、羽曳野出張所に配備した。 

S. 51 2 16 消防ポンプ自動車を購入し、柏原出張所に配備した。 

    8 25 救急自動車を購入し、消防本部（署）に配備した。 

S. 52 2 26 柏羽藤火災予防協会から消防連絡車が寄贈され、消防本部（署）に

配備した。 

－ 4 －



    6 10 広報車（ジープ）を購入し、消防本部（署）に配備した。 

S. 53 3 7 消防庁長官より竿頭綬を受ける。 

  6 28 消防連絡車を購入し、消防本部（署）に配備した。 

  7 22 救急自動車を購入した。 

    7 22 消防本部別館が竣工した。（鉄筋コンクリート造３階建延６６７.

２４㎡） 

    11 6 職員定数  １１２名 

    11 26 医療法人春秋会から救急自動車が寄贈され羽曳野出張所に配備し

た。 

    12 6 柏原・羽曳野・藤井寺ライオンズクラブから救急自動車が寄贈され

消防本部（署）に配備した。 

S. 54 4 1 専任救助隊の運用を開始した。 

    11 28 消防用府内共通波無線機を設置した。 

S. 55 7 3 職員定数  １４５名 

  

  

  

  

9 

  

1 

  

社団法人日本損害保険協会から水槽付消防ポンプ自動車が寄贈され

た。 

S. 56 1 23 消防ポンプ自動車を購入した。 

    3 26 大阪府共済農業協同組合連合会から救急自動車が寄贈された。 

    4 1 羽曳野市島泉８丁目１２８－２に高鷲出張所を開設、消防業務を開

始した。（鉄筋コンクリート造２階建延３１７.９７７㎡） 

        配置人員     １８名 

        主力機械配備数  水槽付消防ポンプ自動車   １台 

                      消防ポンプ自動車      １台 

                      救急自動車         １台 

    4 28 社団法人大阪府モーターボート競走会から救急自動車が寄贈され

た。 

    7 10 高村外科から消防連絡車が寄贈され消防本部（署）に配備した。 

    8 14 高鷲出張所に圧縮空気製造施設を設置した。 

    12 24 消防ポンプ自動車を購入した。 

    12 25 職員定数   １６９名 

S. 57 12 7 消防ポンプ自動車を購入した。 

S. 58 2 7 水槽付消防ポンプ自動車を購入した。 

    6 11 柏羽藤火災予防協会から連絡車が寄贈され消防本部（署）に配備し

た。 

    11 30 Ⅱ型化学消防ポンプ自動車を購入した。 

S. 59 1 31 火災一斉放送設備を設置した。 

    5 1 柏原出張所敷地内に車庫１棟を建設した。（鉄骨造平屋建延９７.

７６５㎡） 

    8 22 社団法人大阪府モーターボート競走会から救急自動車が寄贈され

た。 

    11 17 職員定数  １８０名 

S. 60 4  

10 

11 

20 

幼年消防クラブが発足した。 

白鳩羽曳野幼稚園、第二白鳩幼稚園 

藤井寺カトリック幼稚園 

関西女子短期大学附属幼稚園 

  10 5 柏羽藤火災予防協会から資機材搬送消防自動車が寄贈され消防本部

（署）に配備した。 

    12 10 司令車を購入し更新配備した。 
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    12 11 社団法人大阪府モーターボート競走会から救急自動車が寄贈され

た。 

S. 61 3 17 水槽付消防ポンプ自動車Ⅰ－Ａ型を購入した。 

    3 31 はしご付消防ポンプ自動車３０ｍ級を購入した。          

藤井寺市西大井２丁目３０３－１番地に消防訓練場が竣工した。 

        面積    ４,１３３.９５㎡ 

           訓練塔        ３棟外 

           プレハブ       １棟 

        羽曳野出張所に訓練塔を増設した。（鉄骨造、アルミ梯子付） 

    4 1 柏原羽曳野藤井寺消防組合消防音楽隊発足 

    5 12 行幸に係る特別消防警備を実施した。  

    10 20 社団法人大阪府モーターボート競走会から救急自動車が寄贈され

た。 

    11 4 クロスバー電話交換機を電子交換機に更新した。 

  12 1 藤井寺市婦人防火クラブが発足した。 

    12 5 消防連絡車を購入し消防本部総務課に更新配備した。 

S. 62 1 20 消防ポンプ自動車ＣＤ－Ⅰ型（ホースカー付）を購入し柏原出張所

に配備した。 

    2 20 マイクロバス（２９人乗）を購入し消防本部（署）に配備した。 

    2 27 救助工作車（ウインチ付）を購入し消防署に配備した。 

    3 1 テレホンガイド（火災情報）の運用を開始した。 

    3 7 消防庁長官より表彰旗を受ける。 

    5 14 第３５回全国消防長会警防委員会を開催した。 

    6 1 職員定数   １９０名 

    9 30 総合気象観測装置を設置した。 

    10 13 気象情報伝達用ファクシミリを設置した。 

    11 16 はしご付消防ポンプ自動車１５ｍ級を購入し更新配備した。 

  11 25 羽曳野市婦人防火クラブが発足した。 

    12 19 社団法人大阪府モーターボート競走会から救急自動車が寄贈され

た。 

S. 63 3 15 埼玉県入間東部地区消防組合と消防事務事業盟約を締結した。 

    7 1 消防連絡車を購入し消防本部予防課に更新配備した。 

    9 21 省令基準充足のため救助資機材の整備を図った。 

    11 9 消防用無線基地局（全国波・救急波）を設置した。 

  11 25 柏原市婦人防火クラブが発足した。 

H. 1 3 8 大阪府共済農業協同組合連合会から救急自動車が寄贈された。 

    6 30 高鷲出張所の既設鉄骨造ホース干場に訓練塔を増設した。 

    8 20 林野火災用資機材積載車（４ＷＤ）並びに小型動力ポンプＢ３級（ワ

ンタッチリヤカー付）を購入し本署に配備した。 

    9 11 救急業務用消毒器（エチレンガス滅菌器、フォルマリンガス消毒器）

を購入し、消防署並びに高鷲出張所に配置した。 

    12 8 社団法人大阪府モーターボート競走会から救急自動車が寄贈され

た。 

H. 2 9 7 財団法人日本防火協会から防火広報車が寄贈され、消防本部警備課

に配備した。 

    10 22 社団法人大阪府モーターボート競走会から救急自動車が寄贈され

た。 

    11 17 職員定数  ２００名 
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    11 19 水槽付消防ポンプ自動車Ⅰ－Ａ型を購入した。 

H. 3 3 27 消防ポンプ自動車ＣＤ－Ⅰ型（ホースカー付）を購入した。 

    4 1 消防吏員の階級準則（昭和３７年消防庁告示）により消防長の階級

を消防正監とした。 

    6 24 藤井寺市西大井の消防訓練場を羽曳野市伊賀５丁目２６２番地に移

設した。 

    7 6 消防連絡車を購入し消防本部警備課に更新配備した。 

    11 11 職員定数   ２２０名 

H. 4 3 26 消防ポンプ自動車ＣＤ－Ⅰ型（ホースカー付）を購入した。 

    3  31  藤井寺市青山に消防本部・署建設用地４,９５８㎡を取得した。 

H. 

  

5 

  

4 

  

1 

  

本部・署の機構を改めた。（本部警備課を警防課、署一部・二部を

警備第一課・警備第二課に変更） 

    6 7 消防連絡車を購入し消防本部予防課に更新配備した。 

    11 12 職員定数   ２５３名 

    11 29 水槽付消防ポンプ自動車Ⅰ－Ａ型を購入した。 

H. 6 3 28 高規格救急自動車を購入した。 

    4 1 高規格救急自動車の運用を開始した。 

    10 19 指揮車を購入した。 

    10 24 柏羽藤火災予防協会から広報車が寄贈され消防本部予防課に配備し

た。 

    11 18 Ⅱ型化学消防ポンプ自動車を購入した。 

    11 22 消防ポンプ自動車ＣＤ－Ⅰ型（ホースカー付）を購入し更新配備し

た。 

    11 28 消防本部（署）庁舎竣工式及び消防組合設立３０周年記念式典を挙

行した。 

    12 1 藤井寺市青山３丁目６１３番地の８に消防組合消防本部（署）を開

設し、消防緊急情報システムⅡ型を導入した。また、旧本部（署）を

藤井寺分署として業務を開始した。 

        （庁舎棟 鉄筋コンクリート造４階建延３,９２６.０３㎡   訓練

棟 ３棟・車庫棟 ２棟） 

        主力機械配備数 

                 指揮自動車        １台 

                 Ⅱ型化学消防ポンプ自動車 １台 

                 救助工作車        １台 

                 高規格救急自動車     １台 

                 はしご付消防ポンプ自動車（１５ｍ級）１台 

        本部の機構を改めた。（通信指令室新設） 

H. 7 2 22 消防ポンプ自動車ＣＤ－Ⅰ型（ホースカー付）を購入し羽曳野出張

所に更新配備した。 

    2 28 高規格救急自動車を購入し藤井寺分署に配備し運用を開始した。 

    3 20 社団法人大阪府モーターボート競走会から救急自動車が寄贈され羽

曳野出張所に更新配備した。 

    4 24 司令車を購入し更新配備した。 

    5 1 消防連絡車を購入し本署に配備した。 

    10 26 第５２回全国消防長会警防委員会を開催した。 

    11 21 消防ポンプ自動車ＣＤ－Ⅰ型（ホースカー付）を購入し藤井寺分署

に更新配備した。 
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H. 8 1 25 水槽付消防ポンプ自動車Ⅰ－Ａ型を購入し羽曳野出張所に更新配備

した。 

    3 14 小型動力ポンプ付水槽車（１０ｔ）を購入し本署に配備した。 

    3 16 社団法人大阪府モーターボート競走会から救急自動車が寄贈され高

鷲出張所に更新配備した。 

    3 28 Ⅱ型化学消防ポンプ自動車を購入し柏原出張所に更新配備した。 

    6 1 高規格救急自動車を購入し柏原出張所に配備し運用を開始した。 

H. 9 3 13 水槽付消防ポンプ自動車Ⅰ－Ａ型を購入した。 

    3 17 大阪府共済農業協同組合連合会から救急自動車が寄贈された。 

    3 18 消防ポンプ自動車ＣＤ－Ⅰ型（ホースカー付）を購入した。 

    4 1 消防署の機構を改めた。（防災課新設） 

        柏原市国分本町２丁目５番５号に国分出張所を開設、消防業務を開

始した。（鉄筋コンクリート造３階建延５５０.１３㎡） 

        配置人員     ２２名 

        主力機械配備数 

              水槽付消防ポンプ自動車     １台 

              消防ポンプ自動車          １台 

            高規格救急自動車        １台 

    4 28 消防連絡車を購入し消防本部総務課に更新配備した。 

    10 30 防災工作車（コンテナ車）を購入し消防署に配備した。 

H. 10 3 20 藤井寺分署別館の耐震補強・改修工事が完了した。 

    3  27  水槽付消防ポンプ自動車ＣＤ－Ⅰ型（動力昇降式ホースカー付）を

購入し消防署に更新配備した。 

        消防ポンプ自動車ＣＤ－Ⅰ型（動力昇降式ホースカー付）を購入し

柏原出張所に配備した。 

    6 25 消防連絡車を購入し消防本部予防課に更新配備した。 

    7 31 羽曳野出張所の改修工事が完了した。 

H. 11 1 28 社団法人大阪府モーターボート競走会から救急自動車が寄贈され本

署に更新配備した。 

    3 18 大阪府防災行政無線設備の整備が完了した。 

    4 1 消防本部及び消防署の機構を改めた。（通信指令室と救急係が統合

し司令救急課発足。救助課新設及び防災課廃止。） 

        柏原市安堂町の柏原出張所を廃止し、柏原市河原町１番９０号に移

転した。（鉄筋コンクリート造２階建延７６３.０１㎡） 

    6 1 バンド・フロント・チーム「マリー・フラワーズ」を発足した。 

        柏羽藤火災予防協会から連絡車が寄贈され消防本部総務課に配備し

た。 

  7 1 柏原羽曳野藤井寺消防組合ホームページを開設した。 

    9 9 群馬県太田地区消防組合と消防事務事業盟約を締結した。 

    9 14 医療照会自動テレホンガイドシステムを導入した。 

H. 12 3 15 高規格救急自動車を購入し本署に４台目を配備した。 

H. 13 3 16 救助工作車Ⅱ型を購入し消防署に更新配備した。 

    3 26 社団法人大阪府モーターボート競走会から応急手当啓発普及車が寄

贈され消防本部に配備した。 

    9 28 資機材搬送車を購入し更新配備した。 

    11 15 藤井寺分署の車庫を建替した。（鉄骨造平屋建２２９.３２㎡） 

H.  13  12 26 災害対応特殊救急自動車を購入し高鷲出張所に更新配備した。 

H. 14 8 7 羽曳野出張所及び高鷲出張所にカプセルベッドを導入した。 
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    12 22 災害対応特殊救急自動車を購入し藤井寺分署に更新配備した。 

H. 15 4 1 消防署の機構を改めた。（三部制導入。救助課廃止。） 

    10 29 中型バスを購入し消防本部に更新配備した。 

    12 1 イントラネットを構築した。 

H. 16 4 

10 

1 

21 

緊急消防援助隊登録 

緊急消防援助隊を兵庫県豊岡市（台風２３号）に派遣した。 

H. 17 2 

 

4 

25 

 

25 

災害対応特殊救急自動車を購入し羽曳野出張所に配備し運用を開始

した。 

緊急消防援助隊を兵庫県ＪＲ福知山線列車脱線事故に派遣した。 

    8 7 柏原羽曳野藤井寺消防組合消防音楽隊の公務活動を休止した。 

    9 30 災害調査車を購入し消防本部警防課に更新配備した。 

    10 31 林野工作車を購入し本署に更新配備した。 

H. 18 3 9 高規格救急自動車を購入し柏原出張所に更新配備した。 

    3 10 災害対応特殊消防ポンプ自動車ＣＤ－Ⅰ型（ホースカー付）を購入

し消防署に更新配備した。 

    3 15 災害対応特殊水槽付消防ポンプ自動車Ⅰ－Ａ型を購入し藤井寺分署

に更新配備した。 

    4 1 消防本部及び消防署の機構を改めた。（司令救急課廃止。署に消防

課新設及び三部制を廃止し二部制導入。） 

  6 30 柏羽藤火災予防協会から連絡車が寄贈され消防本部予防課に配備し

た。 

    11 6 救助工作車Ⅱ型を購入し藤井寺分署に配備した 

H. 19 1  9 損害保険協会から高規格救急自動車が寄贈され国分出張所に更新配

備した。 

H. 20  1 25 はしご付消防自動車３５ｍ級を購入し藤井寺分署に更新配備した。 

  2 1 高規格救急自動車を購入し本署に更新配備した。 

  2 6 消防ポンプ自動車ＣＤ－Ⅰ型（水槽付）を購入し本署に更新配備し

た。 

  4 1 高機能消防指令センターⅡ型を購入し消防署に更新配置した。 

  4 3 指揮車を購入し消防署に更新配備した。 

  12 10 高規格救急自動車を購入し本署に更新配備した。 

H. 21 10 22 第１０回全国消防長会警防防災委員会を開催した。 

  11 1 水槽付消防ポンプ自動車Ⅰ－Ａ型を購入し羽曳野出張所に更新配備

した。 

H. 22 1 5 高規格救急自動車を購入し藤井寺分署に更新配備した。 

  4 1 署の機構を改めた。（署に指令第 1 課、指令第２課、情報通信準備

室発足。） 

  10 31 消防ポンプ自動車ＣＤ-Ⅰ型（水槽付）を購入し藤井寺分署に更新配

備した。 

    12 15 災害対応特殊救急自動車を購入し高鷲出張所に更新配備した。 

H. 23  3 11 緊急消防援助隊を岩手県大槌町（東日本大震災）に派遣した。 

H. 24 1 25 消防ポンプ自動車ＣＤ-Ⅰ型（水槽付）を２台購入し本署、高鷲出張

所にそれぞれ更新配備した。 

  2 25 消防ポンプ自動車ＣＤ-Ⅰ型（水槽付）を購入し国分出張所に更新配

備した。 

  4 1 消防本部の機構を改めた。（予防課に保安係を新設。） 

  12 25 消防用高所監視装置（高所カメラ）を更新した。 

H. 25 1 1 大阪府からの権限委譲に伴い保安３法（火薬類、高圧ガス及び液化
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石油ガス）に関する事務を取り扱う。 

  2 

 

21 

 

総務省より緊急消防援助隊に係る資機材搬送車を無償貸与され本署

に配備した。 

  3 10 消防ポンプ自動車 ＣＤ-Ⅰ型（水槽付）を２台購入し柏原出張所、

羽曳野出張所にそれぞれ更新配備した。 

  2 24 高規格救急自動車を購入し藤井寺分署に更新配備した。 

H. 26 3  4 災害対応特殊消防ポンプ自動車 ＣＤ-Ⅰ型（水槽付）を購入し藤井

寺分署に更新配備した。 

  3  6 災害対応特殊消防ポンプ自動車 ＣＤ-Ⅰ型（水槽付）を購入し本署

に更新配備した。 

  4  1 柏原羽曳野藤井寺消防組合消防音楽隊の公務活動を再開した。 

  7 25 柏羽藤火災予防協会から連絡車が寄贈され消防本部総務課に配備し

た。 

  12  1 災害対応特殊化学消防ポンプ自動車Ⅱ型を購入し本署に更新配備し

た。 

H. 27 2 4  職員定数   ２６５名 

  2 27 高規格救急自動車を購入し本署に更新配備した。 

  3 24 大阪府防災行政無線設備を再整備した。 

  3 27 消防救急デジタル無線システムを構築した。 

  9 24 消防連絡車を購入し消防本部予防課に更新配備した。 

  11 27 一般財団法人救急振興財団から救急普及啓発広報車が寄贈され本署

に配備した。 

H. 28 1 26 災害対応特殊消防ポンプ自動車 ＣＤ-Ⅰ型（水槽付）を購入し羽曳

野出張所に更新配備した。 

  2  6 災害対応特殊救急自動車を購入し国分出張所に更新配備した。 

    4 1 救助工作車Ⅲ型を購入し本署に更新配備し、高度救助隊の運用を開

始した。 

  4 16 緊急消防援助隊を熊本県阿蘇郡南阿蘇村（熊本地震）に派遣した。 

    10 1 救急隊を一隊増強し本署に追加配備した。 

  12 1 高規格救急自動車を購入し国分出張所に更新配備した。 

H. 29 3 31 柏原羽曳野藤井寺消防組合消防音楽隊の活動を休止した。 

  10  1 柏原羽曳野藤井寺消防組合総合計画を策定する。 

  11 17 高規格救急自動車を購入し柏原出張所に更新配備した。 

H. 30 7  7 緊急消防援助隊を広島県安芸郡他（平成３０年７月豪雨）に派遣し

た。 

  11  6 第２８回全国消防長会警防防災委員会を開催した。 

H. 31 2 18 高規格救急自動車を購入し羽曳野出張所に更新配備した。 

  4  1 高機能消防指令センターⅡ型を購入更新し運用を開始した。 

    消防本部及び消防署の機構を改めた。（消防本部警防課 警備計画係

を警防係、計画係に分割、開発係を廃止、調査係を消防署消防課へ移

管、消防署消防課救急係を警防課へ移管した。） 

    柏原出張所を柏原分署に格上げし業務を開始した。 

R.  1 6 28 Ｇ２０大阪サミット開催に伴う警備に職員を派遣した。 

  9  2 柏羽藤火災予防協会から連絡車が寄贈され消防本部予防課に配備し

た。 

  11 13 消防本部車庫棟２階を女性消防吏員施設として改修し運用を開始し

た。 

  11 26 高規格救急自動車を購入し高鷲出張所に更新配備した。 
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  12  4 指揮支援車を購入し本署に更新配備した。 

R.  2  4  1 消防本部の機構を改めた。（消防本部予防課 危険物係と保安係を危

険物保安係に統合、消防本部警防課に防災指導係を新設した。） 

  10  7 災害対応特殊救急自動車を購入し藤井寺分署に更新配備した。 

  11  1 災害対応特殊消防ポンプ自動車ＣＤ-Ⅰ型（水槽付）を購入し柏原分

署に更新配備した。 

R.  3  2  5 緊急連絡車を購入し消防署消防課に更新配備した。 

  12 14 緊急連絡車を購入し消防本部予防課に更新配備した。 

  12 21 高規格救急自動車を購入し本署に更新配備した。 

  12 22 救助工作車Ⅲ型を購入し藤井寺分署に更新配備した。 

R.  4 12  5 高規格救急自動車を購入し本署に更新配備した。 

  12 12 緊急連絡車を購入し消防本部警防課に更新配備した。 

R. 5 3 24 災害対応特殊消防ポンプ自動車ＣＤ-Ⅰ型（水槽付）を購入し高鷲出

張所に更新配備した。 

  3 30 消防本部敷地内に自家用給油取扱所（災害対応型）及び全天候型グ

ラウンドを整備した。 
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Ⅰ.柏原羽曳野藤井寺消防組合の概要 
 

当消防組合は大阪府中央部の奈良県境東部（東経 135 度 36 分、北緯 34 度 33

分）に位置し、東方には生駒・信貴・二上・葛城・金剛の山なみを望み、河内平

野を潤す大和川・石川が流下する自然に恵まれた教育文化の近郊都市です。管内

には応神陵をはじめとする高名な古墳・史跡が多く遺されており文化の発祥地

としても知られ、令和元年に世界文化遺産に登録された「百舌鳥・古市古墳群」

も擁しています。構成市の柏原・羽曳野・藤井寺三市は大都市圏にあって住宅・

商業の急速な発展がみられ都市化現象の著しい都市であります。 
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１．位置図 
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２．管内図 
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３．管内情勢 

（１）面積・人口・世帯数 

令和５年３月３１日現在 

 区   分 柏原市 羽曳野市 藤井寺市 合  計 

面   積 （㎢） ２５．３３ ２６．４５ ８．８９ ６０．６７ 

内林野面積 （㎢） ７．３４ ２．４７ ０ ９．８１ 

人   口 （人） ６６，８８０ １０８，６５１ ６３，１５９ ２３８，６９０ 

世   帯    数 ３２，１８３ ５１，５１１  ３０，００５ １１３，６９９ 

（総人口・総世帯） 

 

 

（２）消防庁舎の概要 

 

名称 所在地 構造 敷地面積 建築延面積 
業務開始 

年月日 

本部・消防署

（本署） 

藤井寺市青山 

3丁目613番地の8 

鉄筋コンクリート 

鉄筋コンクリート 

鉄骨 

4,958.67㎡   本館3,926.03㎡

付属棟919.91㎡ 

平成 6年 

12月 1日 

藤井寺分署 藤井寺市国府  

1丁目 1番 8号 

鉄筋コンリート 

鉄骨 

1,043.99㎡ 本館 667.24㎡ 

車庫 229.32㎡ 

平成 6年 

12月 1日 

柏原分署 柏原市河原町 

1番 90号 

鉄筋コンクリート 832.56㎡ 763.01㎡ 平成 31年 

4月 1日 

国分出張所 柏原市国分本町 

2丁目 5番 5号 

鉄筋コンクリート 414.63㎡ 550.13㎡ 平成 9年 

4月 1日 

羽曳野出張所 羽曳野市羽曳が丘 

4丁目 14番 18号 

鉄筋コンクリート 495.05㎡ 222.81㎡ 昭和 47年 

11月 27日 

高鷲出張所 羽曳野市島泉  

8丁目 8番 2号 

鉄筋コンクリート 495.89㎡ 347.64㎡ 昭和 56年 

4月 1日 
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（３）消防庁舎の現況 

 

本部・消防署（本署）            藤井寺分署 

 

 

 

 

 

柏原分署                  国分出張所 

  

 

 

羽曳野出張所                高鷲出張所 
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４．組　　織

予防課 予防第一係

消防組合

消防組合議会 公平委員会

監査委員

管　理　者
消防本部 総務課 庶務係

副管理者２名
人事係

会計管理者
企画財政係

指令第一課 指令係

予防第二係

危険物保安係

警防課 警防係

計画係

救急係

防災指導係

消防署 消防課 消防係

調査係

救助係

指令第二課 通信計画係

警備第一課 警備係
本署

警備第二課 調査係

機械係

救助係

救急係

藤井寺分署 警備係

羽曳野出張所 警備係

高鷲出張所 警備係

救急係

柏原分署 警備係

救急係

国分出張所 警備係
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５．消防力の整備指針と現有の比較 

令和５年４月１日現在 

区     分  消防力の整備指針算出基礎 基準数 現有数 過不足 

施 

設 
署 所 数 

第 4条 

市街地人口   240,856人 
7 6 △1 

消 

 

防 

 

車 

 

両 

消 防 ポ ン プ 自 動 車 

は し ご 消 防 自 動 車 

化 学 消 防 自 動 車 

救 急 自 動 車 

救 助 工 作 車 

指 揮 車 

非 常 用 消 防 自 動 車 

非 常 用 救 急 自 動 車 

第 5条 

第 7条 

第 8条 

第 13条 

第 14条 

第 15条 

第 17条 

第 17条 

11 

1 

1 

8 

2 

1 

2 

1 

11 

1 

1 

7 

2 

1 

2 

1 

0 

0 

0 

△1 

0 

0 

0 

0 

合 計 27 26 △1 

人 

 

 

 

員 

消

防

隊

員 

消防ポンプ自動車 

梯 子 車 

化 学 消 防 自 動 車 

 (11台×4人)×2部制×1.515 

 ( 1台×4人)×2部制×1.515 

 ( 1台×4人)×2部制×1.515 

157 107 △50 

救 急 隊 員 ( 8台×3人)×2部制×1.515 73 54 △19 

救 助 隊 員 ( 2台×5人)×2部制×1.515 30 26 △4 

指 揮 隊 員 ( 1台×3人)×2部制×1.515 9 10 1 

通 信 員 人口 10万ごとに 5人（＋3人） 18 18 0 

予 防 要 員 

特定防火対象物数、危険物製造所

数等による 
51 25 △26 

 警防要員をもって充てる数 12 12 0 

そ の 他 の 要 員 総務事務等 42 50 8 

合 計 368 278 △90 

１．基準数は令和４年度消防施設整備計画実態調査及び消防力の整備指針（平成３１年３月

２９日改正）に基づく。（消防団管理分を除く） 

２．人員は、再任用職員（短時間勤務職員含む）、初任教育生、出向者等を含む。 

※現有数への人員計上先  

消防隊員（再任用職員） 

その他の要員（再任用職員、初任教育生、出向者等） 

３．人員合計を計算する場合には予防要員の数から警防要員をもって充てる数を除く。 
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６．応援協定 

（１）消防相互応援協定の状況 

協  定  名 締結年月日 協  定  機  関 内   容 

大阪府下広域消防相互応

援協定 

S.63.9.1 

(H.27.9.1) 

市町村及び消防組合 大規模な災害 

大阪府中ブロック消防相

互応援協定 

R.3.4.1 富田林市、河内長野市、松原市、河

南町、太子町、千早赤阪村 

消防業務 

八尾市、柏原市及び柏原

羽曳野藤井寺消防組合消

防相互応援協定 

H.26.6.1 八尾市、柏原市 消防業務 

柏原羽曳野藤井寺消防組

合・堺市消防相互応援協

定 

H.20.10.1 堺市 消防業務 

阪奈（金剛・葛城・生駒

山系）林野火災消防相互

応援協定 

H.16.10.1 

(H.26.4.1) 

八尾市、河内長野市、柏原市、羽曳

野市、東大阪市、富田林市、太子町、

河南町、千早赤阪村、五條市、御所

市、香芝市、葛城市、平群町、三郷

町、王寺町、奈良県広域消防組合 

林野火災 

大阪国際空港周辺都市航

空機災害消防相互応援協

定 

S.62.8.12 

(H.26.1.31) 

大阪市、堺市、豊中市、東大阪市、

池田市、吹田市、八尾市、松原市、

高石市、尼崎市、西宮市、伊丹市、

宝塚市、川西市 

航空機災害 

大阪市・柏原羽曳野藤井

寺消防組合航空消防応援

協定 

S.45.10.1 

(H.22.4.1) 

大阪市 消防業務 

西名阪自動車道消防相互

応援協定 

H.26.4.1 奈良県広域消防組合、松原市 消防業務 

南阪奈道路消防相互応援

協定 

H.26.4.1 堺市、富田林市、奈良県広域消防組

合 

消防業務 

奈良県広域消防組合・柏

原羽曳野藤井寺消防組合

消防相互応援協定 

H.29.11.9 奈良県広域消防組合 消防業務 

（ ）改正年月日 
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（２）その他の協定の状況 

協  定  名 締結年月日 協  定  機  関 内  容 

境界線上に位置する

消防対象物の取扱い

に関する協定 

S.54.3.31 

(H26.6.1) 

S.55.2.1 

(H26.6.1) 

H.17.2.1 

(R3.3.22) 

H.29.9.1 

八尾市 

 

松原市 

 

堺市 

 

富田林市 

立入検査・消防

設備設置指導・

防火管理・火災

原因調査等 

中河内消防救急業務

指導に関する協定 

H.10.5.1 大阪府立中河内救命救急センター、

東大阪市、八尾市 

消防業務 

災害時要援護者支援

台帳（あんしんシステ

ム）登載者の情報提供

並びに管理に関する

協定 

H.24.4.1 羽曳野市、社会福祉法人羽曳野市社

会福祉協議会 

情報管理 

特異疾患を有する園

児、児童及び生徒の情 

報提供並びに管理に

関する協定 

H.23.6.23 

H.23.7.1 

H.23.6.29 

柏原市 

羽曳野市 

藤井寺市 

情報管理 

緊急通報システムに

おける情報提供及び

管理に関する協定 

H.22.4.1 柏原市 情報管理 

救急搬送記録の情報

の提供、利用及び管理

に関する協定 

H.30.1.26 

H.30.1.26 

H.30.1.29 

柏原市 

羽曳野市 

藤井寺市 

情報管理 

保安３法事務連携機

構おおさかの設立に

関する協定 

H.24.3.22 

(R.3.1.22) 

大阪府下消防本部 保安３法に係る

事務処理 

大阪府防災行政無線

設備の整備及び管理

運営に関する協定 

H.10.4.1 大阪府 無線業務 

災害時における映像

情報の提供に関する

協定＜ヘリテレ映像

＞ 

H.31.4.26 大阪市消防局 情報提供 

災害時における支援

協力に関する協定 

H.29.7.11 山崎製パン㈱阪南工場、㈱サンデリ

カ阪南事業所、㈱サンプラザ 

支援物資協力 
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H.30.7.1 

(R.2.6.12) 
燃料業者 燃料協力 

災害時における消防

活動への協力に関す

る協定 

H.31.3.19 

(R3.5.10) 

松原市消防本部、富田林市消防本

部、河内長野市消防本部、一般社団

法人全国クレーン建設業協会大阪

支部 

消防業務 

災害時における大学

施設の一時使用に関

する協力協定 

R.2.3.25 国立大学法人大阪教育大学、柏原

市、大阪府柏原警察署 

消防業務 

災害時における施設

の一時使用に関する

協定 

R.2.8.26 大阪府南部流域下水道事務所 消防業務 

災害時における施設

の一時使用に関する

協力協定 

R.4.2.8 学校法人四天王寺大学 消防業務 

（ ）改正年月日 
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Ⅱ 総 務 編 
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１．消防本部事務分掌 

＜総務課＞ 

(1)  消防組合事務に関すること。 

(2)  消防組合議会事務に関すること。 

(3)  企画に関すること。 

(4)  人事に関すること。 

(5)  予算、その他財務に関すること。 

(6)  職員の福利厚生及び衛生管理に関すること。 

(7)  文書の収受、発送、整理に関すること。 

(8)  職員の給与、諸手当に関すること。 

(9)  物品の調達、支給及び貸与に関すること。 

(10) 契約に関すること。 

(11) 消防年報に関すること。 

(12) 条例等の制定及び改廃に関すること。 

(13) 消防表彰に関すること。 

(14) 財産の管理に関すること。 

(15) 入札に関すること。 

(16) 庁舎の管理に関すること。 

(17) その他他の課の所管に属しないこと。 

 

 

 

＜予防課＞ 

(1)  火災予防に関すること。 

(2)  建築同意事務に関すること。 

(3)  査察に関すること。 

(4)  消防用設備等に関すること。 

(5)  防火管理者に関すること。 

(6)  危険物、火薬類、高圧ガス及び液化石油ガスに係る許認可、検査若しくは届出等に関

すること。 

(7)  危険物、火薬類、高圧ガス及び液化石油ガスの規制及び指導に関すること。 

(8)  危険物取扱者に関すること。 

(9)  毒劇物その他これらに類するものに関すること。 

(10) 法令違反の処理及び指導に関すること。 

(11) 柏原羽曳野藤井寺消防組合火災予防条例（昭和 38年条例第７号）に関すること。ただ

し、同条例第 45条第１号から第５号は除く。 

(12) 婦人防火クラブの育成指導に関すること。 

(13) 予防広報に関すること。 

(14) その他予防業務に関すること。 

 

 

 

＜警防課＞ 

(1)  警防に関すること。 

(2)  土地開発行為に関すること。 
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(3)  消防用機械に関すること。 

(4)  警防計画に関すること。 

(5)  非常災害用資機材の管理に関すること。 

(6)  幼年消防クラブのほか各種団体の育成指導に関すること。 

(7)  緊急消防援助隊に関すること。 

(8)  消防相互応援協定の事務に関すること。 

(9)  応急手当の普及啓発に関すること。 

(10) 救急業務の計画及び救急施策の推進に関すること。 

(11) 救急医療機関等との連絡調整に関すること。 

(12) 患者等搬送事業に関すること。 

(13) 搬送証明に関すること。 

(14) 防災指導に関すること。 

(15) 警防、救急及び救助の技術指導、教育訓練及び安全管理に関すること。  

(16) 警防、救急及び救助の統計に関すること。 

(17) 警防、救急及び救助の広報に関すること。 

(18) その他警防、救急及び救助業務に関すること。 

 

 

 

 

 

２．消防署事務分掌 

＜消防課＞ 

(1)  消防広報等の計画及び実施に関すること。 

(2)  災害報道広報に関すること。 

(3)  署の苦情渉外対応に関すること。 

(4)  消防署各種届出等の受付事務に関すること。 

(5)  体験学習、救命講習及び署所見学に関すること。 

(6)  署に係る組合市との連絡調整に関すること。 

(7)  火災の原因及び損害の調査、統計に関すること。 

(8)  火災等の証明に関すること。 

(9)  消防車両の管理に関すること。 

(10) その他消防署の庶務全般に関すること。 

 

 

 

＜警備第一課・警備第二課＞ 

（警備係） 

(1)  消防地水利の調査及び管理保全に関すること。 

(2)  消防訓練及び演習の実施に関すること。 

(3)  災害の警戒及び防ぎょに関すること。 

(4)  火災予防に関すること。 

(5)  火災の原因調査に関すること。 

(6)  査察に関すること。 

(7)  防火対象物の調査に関すること。 
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(8)  職員の安全管理に関すること。 

(9)  機械器具の維持管理に関すること。 

(10) 各種届出事務に関すること｡ 

(11) 消防統計に関すること。 

(12) 管内情勢の調査、研究に関すること。 

(13) 警備広報に関すること。 

(14) 警備第一課及び警備第二課の庶務に関すること。 

(15) その他防災業務に関すること。 

 

（調査係） 

(1)  火災の原因調査に関すること。 

(2)  現場指揮活動に関すること。 

 

（機械係） 

(1)  消防用機械の燃料に関すること。 

(2)  機関員の技術指導に関すること。 

(3)  車両の安全運転管理に関すること。 

(4)  消防車両の管理に関すること。 

(5)  その他機械業務に関すること。 

 

（救助係） 

(1)  救助活動に関すること。 

(2)  救助技術の指導、訓練に関すること。 

(3)  救助用資器材の維持管理に関すること。 

(4)  救助統計に関すること。 

(5)  その他救助業務に関すること。 

 

（救急係） 

(1)  救急活動に関すること。 

(2)  救急技術の指導及び教育訓練に関すること。 

(3)  救急資器材の保管及び維持管理に関すること。 

(4)  救急法の指導及び普及に関すること。 

(5)  救急統計に関すること。 

(6)  その他救急業務に関すること。 

 

 

 

＜指令第一課・指令第二課＞ 

(1)  災害通報の受報及び指令に関すること。 

(2)  消防部隊等の把握、確保に関すること。 

(3)  気象情報の収集、受理伝達に関すること。 

(4)  医療機関その他関係機関の把握、連絡に関すること。 

(5)  指令システムのデータ管理に関すること。 

(6)  消防関係情報の収集及び管理に関すること。 

(7)  緊急消防援助隊及び大阪府下広域応援の運用に関すること。 

(8)  高所カメラ、ヘリコプターテレビ伝送システム及び火災現場映像の運用に関すること。 
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(9)  消防緊急情報指令施設の管理及び運用に関すること。 

(10) 通信機器等の購入及び維持管理に関すること。 

(11) 消防救急無線設備に関すること。 

(12) 通信設備の運営に関すること。 

(13) 無線免許等の管理に関すること。 

(14) その他指令業務に関すること。 
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３．予  算 

（１）歳  入 

  過去３ヶ年間の消防組合当初予算の推移 

（単位：千円） 

区   分 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

分担金及び負担金 2,943,288 2,918,227 4,853,851 

使用料及び手数料 1,111 1,111 1,111 

国 庫 支 出 金 1 1 1 

財 産 収 入 1 1 1 

繰 越 金 1 1 1 

諸 収 入 17,653 17,536 13,427 

組 合 債 188,500 193,700 61,400 

合 計 3,150,555 3,130,577 4,929,792 

 

 

 組合構成市分担金明細 

       按分方法  均等割２０％  世帯割８０％ 

（単位：千円） 

区   分 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

柏 原 市 
864,628 

(29.4%) 

859,617 

(29.5%) 

850,184 

(29.3%) 

羽 曳 野 市 
1,260,578 

(42.8%) 

1,249,537 

(42.8%) 

1,243,417 

(42.9%) 

藤 井 寺 市 
818,082 

(27.8%) 

809,073 

(27.7%) 

804,914 

(27.8%) 

合 計 
2,943,288 

(100%) 

2,918,227 

(100%) 

2,898,515 

(100%) 
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（２）歳  出 

 

 目 的 別 

（単位：千円） 

区    分 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

議  会  費 2,058 2,058 2,058 

総  務  費 177,422 168,258 65,102 

消  防  費 2,769,931 2,760,405 4,634,125 

公  債  費 198,144 196,856 225,507 

予  備  費 3,000 3,000 3,000 

合    計 3,150,555 3,130,577 4,929,792 

 

 

 性 質 別 
（単位：千円）  

区    分 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

人  件  費 2,506,223 2,483,521 2,402,572 

物  件  費 191,698 193,888 224,607 

維 持 補 修 費 943 570 1,354 

扶  助  費 23,692 23,923 24,499 

補 助 費 等 16,240 14,759 16,840 

公  債  費 198,144 196,856 225,507 

投 資 的 経 費 210,615 214,060 2,031,413 

そ  の  他 3,000 3,000 3,000 

合    計 3,150,555 3,130,577 4,929,792 

 

－ 29 －



1 1

1 1

1 1 3 6 1 12

2 1 3

1 2 3 5 1 12

1 2 5 3 11

1 1

1 1

1 2 1 4

4 2 5 5 1 1 18

6 12 22 13 1 13 67

2 4 10 6 2 9 33

2 4 14 4 2 8 34

4 6 3 1 4 18

4 4 6 6 20

5 5 4 6 20

1 6 20 48 82 43 7 48 1 256

４．消防職員の現況

（１）職員配置状況

令和５年４月１日現在

　 消
防
正
監

消
防
監

消
防
士

事
務
員

合
計

総 務 課

総 務 課 付

消
防
士
長

予 防 課

警 防 課

消
防
司
令
長

消
防
司
令

消
防
副
士
長

柏 原 分 署

国分出張所

羽曳野出張所

消 防 長

次 長

消
防
司
令
補

署 長

副 署 長

消 防 課

指 令 課

本 署

藤井寺分署

高鷲出張所

合　計

※ 職員数には初任教育生7名を除き、再任用職員（構成市派遣職員及び短時間勤務職員15
名を除く。）及び派遣職員2名を含む。

　　

消
防
署

消
防
本
部

階級別

区 分
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1 6 20 29 4 4 1 1 66

19 46 11 76

32 16 2 5 55

12 4 42 58

1 1

1 6 20 48 82 43 7 48 1 256

消
防
司
令

消
防
司
令
補

（２）職員年齢構成

（平均年齢　４１歳４か月） 令和５年４月１日現在

３０～３９ 21.5% 

消
防
士

事
務
員

合
計

階
級
別

　
 
年
齢
別

構成率

消
防
正
監

定数(人） 実員(人）

消
防
監

消
防
司
令
長

消
防
士
長

消
防
副
士
長

２０未満 0.4% 

５０以上 25.8% 

４０～４９ 29.7% 

２０～２９ 22.6% 

計 100% 

（３）年別職員数

総人口(人）
消防職員

職員1人あたり
の人口(人）

人口1万人あた
りの職員数

(人）

H２６．４．１ 254,471 253 250 1,018 9.82

H２７．４．１ 252,955 265 247 1,024 9.76

H２８．４．１ 250,847 265 259 969 10.33

H２９．４．１ 249,326 265 259 963 10.39

H３０．４．１ 247,324 265 261 948 10.55

H３１．４．１ 245,449 265 266 923 10.84

10.58

Ｒ２．４．１ 243,770 265 266 916 10.91

166,408 164,185 766 13.05
Ｒ４．４．１

Ｒ３．４．１ 241,905 265 256 945

Ｒ５．４．１ 238,690 265 256 932 10.73

全　国
125,823,945

Ｒ４．４．1 240,855 265 258 934 10.71

区 分

年
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年齢 総計 正監 監 司令長 司 令 司令補 士 長 副士長 士 事務員

平均年齢
41歳
4か月

58歳
6か月

57歳
3か月

56歳
6か月

51歳
1か月

42歳
5か月

36歳
3か月

33歳
3か月

25歳
2か月

60歳
2か月

総人員 256 1 6 20 48 82 43 7 48 1

18歳

19歳 1 1

20歳 2 2

21歳 9 9

22歳 5 5

23歳 4 4

24歳 6 6

25歳 3 1 1 1

26歳 9 2 7

27歳 6 2 1 3

28歳 7 2 1 4

29歳 7 5 1 1

30歳 4 2 2

31歳 8 3 3 1 1

32歳 9 2 7

33歳 4 1 2 1

34歳 5 3 1 1

35歳 4 3 1

36歳 7 7

37歳 10 9 1

38歳 3 3

39歳 1 1

40歳 4 2 2

41歳 5 5

42歳 3 1 2

43歳 4 3 1

44歳 5 1 4

45歳 8 2 6

46歳 7 6 1

47歳 11 5 5 1

48歳 9 3 5 1

49歳 20 8 9 3

50歳 14 2 6 3 3

51歳 6 1 5

52歳 5 2 2 1

53歳 2 1 1

54歳 2 2

55歳 2 1 1

56歳 4 3 1

57歳 6 1 1 3 1

58歳 13 1 3 4 5

59歳 9 1 6 2

60以上 3 1 1 1

（４）職員年齢別人員

（平均年齢　４１歳４か月） 令和５年４月１日現在
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年数 総計 正監 監 司令長 司 令 司令補 士 長 副士長 士 事務員

平均年数
20年
5か月

40年
0か月

37年
0か月

37年
8か月

31年
9か月

21年
5か月

14年
10か月

11年
5か月

3年
8か月

42年
0か月

総人員 256 1 6 20 48 82 43 7 48 1

0年 6 6

1年 4 4

2年 18 18

3年 4 4

4年 7 2 1 4

5年 3 2 1

6年 3 1 2

7年 12 6 1 5

8年 5 2 3

9年 6 4 1 1

10年 5 3 1 1

11年 5 1 4

12年 10 7 3

13年 11 9 1 1

14年 3 3

15年

16年 6 6

17年

18年 2 2

19年 18 16 2

20年

21年

22年 8 1 4 3

23年

24年 6 3 2 1

25年

26年 8 1 1 4 2

27年 13 5 7 1

28年 9 4 4 1

29年 13 7 5 1

30年 12 4 6 2

31年 7 2 5

32年 7 2 4 1

33年

34年 4 2 1 1

35年 4 1 1 2

36年 4 2 2

37年 5 2 3

38年 3 2 1

39年 7 1 5 1

40年 8 1 3 2 2

41年 8 1 6 1

42年 2 1 1

（５）職員勤続年数別人員

（平均勤続年数　２０年５か月） 令和５年４月１日現在
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功労章

永年勤続功労章

大阪府知事 消防勤続功労章

永年勤続功労者表彰３０年

消防特別功労表彰

消防行政功労表彰

優良消防職員表彰

勤　　　続　　　賞

功　　　労　　　賞

功　　　績　　　賞

善　　　行　　　賞

成　績　優　良　賞

勤　　　続　　　賞　

功　　　績　　　賞

善　　　行　　　賞

次長 功 績 賞 ・ 善 行 賞

消防署長 功 績 賞 ・ 善 行 賞

専科教育危険物科 0 2

緊急消防援助隊教育科 指揮隊長コース 1 1

初任教育 6 1

幹部教育上級幹部科 1 0

幹部教育中級幹部科 2 3

幹部教育初級幹部科 2 3

専科教育救助科 4 20

専科教育警防科 2 3

専科教育予防科消防用設備課程 2 3

専科教育予防科防火査察課程 2 2

専科教育予防科危険物課程 2 1

専科教育火災調査科 2 2

特別教育はしご車技術講習 4 4

特別教育通信指令研修 2 4

特別教育教育技法研修 2 2

特別教育採用後３年目研修 4 1

女性活躍推進研修 1 2

指令情報センター実務研修 2 2

指揮研修 1 1

消火技術研修 1 1

火災調査研修 1 1

火災調査指導者研修 1 6

上級救助研修 1 2

水難救助基本技術研修 2 2

特別高度救助隊研修 0 1

（６）過去５年間の職員・一般受賞状況

区　　　　　分 ３０年度 令和元年度 ２年度 ３年度 ４年度

消防庁
長官

1 3

3 3 3 2 2

3 3 4 4 3

124 7 7

1 1 1

管理者

12 13 9 13 8

2 1 1 1 1

2 4 5

消防長

1

18 2 6

15 40 12 17 31

2 1

16 10 42 17 56

高圧ガス保安法研修

原子力防災基礎研修

原子力災害対策要員研修

緊急自動車安全運転講習

新任係長研修

（７）職員教養実施状況 令和４年度

教養機関 種　　　別 人員 教養機関 種　　　別 人員

特殊災害研修

救急救命士気管挿管実習

救急救命士ビデオ喉頭鏡実習

指導救命士養成課程

小型船舶操縦士免許講習

小型船舶操縦士免許更新講習

小型移動式クレーン運転講習

玉掛け技能講習

水上安全法救助員養成講習

アーク溶接作業者特別教育

第一種衛生管理者

叙勲（危険業務従事者叙勲等含む）・褒章 2 2 4 2 1

ロープレスキューセミナー

主任無線従事者養成講習

消防大学
校

消
防
局

大
阪
市

大
阪
府
立
消
防
学
校

堺市消防局

救
命
士
関
係

そ
の
他

大
阪
市
消
防
局

実務研修（方面隊研修）

実務研修（違反処理）

実務研修（危険物審査研修）

救急救命士養成課程

救急救命士就業前研修

衛生推進者養成講習

救急救命士就業後研修
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正

監
監

司

令

長

司

令

司

令

補

士

長

副

士

長

士

職　員　数 256 1 6 20 48 82 43 7 48 1

自動車免許　大型 141 1 4 14 46 53 19 3 1

自動車免許　中型 69 1 26 21 4 17

自動車免許　中型限定 16 2 6 1 3 3 1

自動車免許　準中型

自動車免許　準中型限定 7 7

自動車免許　普通 23 23

救急救命士 67 2 7 12 30 9 4 3

救急Ⅰ課程 1 1

救急Ⅱ課程 17 2  7  6  1  1  

救急科（標準課程を含む） 170 1 2 6 29 51 33 44 4

小型移動式クレーン技能講習 76 1 1 10 16 27 14 3 4

玉掛技能講習 77 1 1 10 17 27 14 3 4

主任無線従事者 8 4 4

特殊無線技士 115 4 8 25 28 16 5 29

溶接技能講習ガス 47 1 1 7 11 20 7

溶接技能講習アーク 22 3 15 4

高圧ガス製造保安責任者 13 1 1 8 2 1

毒劇物取扱者 7 1 1 5

特定化学物質等作業主任者 22 1 5 4 11 1

衛生管理者 12 1 3 4 3 1

自動車整備士2級 2 1 1

小型船舶操縦士 70 1 2 6 26 21 10 1 3

電気工事士 2 1 1

潜水士 9 1 4 3 1

予防技術資格者 64 1 3 5 23 28 2 1 1

消防設備士甲種 2 1 1

消防設備士乙種 19 6 9 3 1

危険物取扱者乙種 89 1 2 7 22 44 11 2

危険物取扱者丙種 2 1 1

酸素欠乏・硫化水素危険作業 12 5 4 3

酸素欠乏危険作業 1 1

電気取扱（低圧） 4 1 2 1

粉じん作業等従事者 4 2 2

小型フォークリフト 1 1

車両系建設機械等運転 2 2

高所作業車運転業務 1 1

（８）職員の免許・資格取得状況

令和５年４月１日現在

計

消防吏員
事
務
員

階 級

免許等種別
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５．人 事 

 

歴代管理者等 

管理者 

歴 代 氏   名 在   任   期    間 備  考 

初  代 早 川 良 祐 昭和３８.１０～昭和４８. １ 柏 原 市 長 

職務取扱 松 本 久 男 昭和４８. １～昭和４８. ３ 羽 曳 野 市 長 

２  代 山 西 敏 一 昭和４８. ３～平成１７. ３ 柏 原 市 長 

３  代 岡 本 泰 明 平成１７. ３～平成２５. ３ 柏 原 市 長  

４  代 中 野 隆 司 平成２５. ３～平成２９. ３ 柏 原 市 長  

５  代 冨 宅 正 浩 平成２９. ３～ 柏 原 市 長  

 

副管理者 

歴 代 氏   名 在   任   期    間 備  考 

初  代 塩野庄三郎  昭和３８.１０～昭和３９.１０ 羽 曳 野 市 長 

２  代 金 井 一 成 昭和３９.１０～昭和４４. ３ 羽 曳 野 市 長 

職務代理 西 田 菊 次 昭和４４. ３～昭和４４. ４ 羽曳野市総務部長 

３  代 松 本 久 男 昭和４４. ４～昭和４８. ４ 羽 曳 野 市 長 

４  代 津 田 一 朗 昭和４８. ４～平成 元.  ４ 羽 曳 野 市 長 

５  代 福 谷 剛 蔵 平成 元. ４～平成１６. ６ 羽 曳 野 市 長 

６  代 北 川 嗣 雄 平成１６. ７～令和 ２. ７ 羽 曳 野 市 長 

７  代 山入端  創  令和 ２. ７～ 羽 曳 野 市 長 
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副管理者 

歴 代 氏   名 在   任   期    間 備  考 

初  代 稲 岡 鹿 治 昭和３８.１０～昭和４２.５ 美陵町長・藤井寺市長 

２  代 松 内 慶 造 昭和４２. ５～昭和５４. ５ 藤 井 寺 市 長 

３  代 堀 端  宏 昭和５４. ５～平成１１. ５ 藤 井 寺 市 長 

４  代 井 関 和 彦 平成１１. ５～平成１９. ５ 藤 井 寺 市 長 

５  代 國 下 和 男 平成１９. ５～令和 元. ５ 藤 井 寺 市 長 

６  代 岡 田 一 樹 令和 元. ５～ 藤 井 寺 市 長 
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議会議長 

歴 代 氏   名 在   任   期    間 備  考 

初 代 麻 野  勇 昭和３８.１０～昭和４１. ９ 美陵町議会選出 

２ 代 大 谷 正 夫 昭和４１. ９～昭和４６.１０ 羽曳野市議会選出 

３ 代 芝 池 増 治 昭和４６.１０～昭和４８.１１ 羽曳野市議会選出 

４ 代 暮 松 耕 一 昭和４８.１１～昭和４９.１１ 羽曳野市議会選出 

５ 代 大 谷 正 夫 昭和４９.１１～昭和５３.１１ 羽曳野市議会選出 

６ 代 新 熊 繁 夫 昭和５３.１１～昭和５４.１１ 羽曳野市議会選出 

７ 代 大 谷 正 夫 昭和５４.１１～昭和５５.１１ 羽曳野市議会選出 

８ 代 土 田  章 昭和５５.１１～昭和５６.１１ 羽曳野市議会選出 

９ 代 福 谷 剛 蔵 昭和５６.１１～昭和５９.１１ 羽曳野市議会選出 

１０ 代 湯 浅 省 吾 昭和５９.１１～昭和６０.１１ 羽曳野市議会選出 

１１ 代 土 田  章 昭和６０.１１～昭和６１.１１ 羽曳野市議会選出 

１２ 代 福 谷 剛 蔵 昭和６１.１１～昭和６２.１１ 羽曳野市議会選出 

１３ 代 半 田 勝 己 昭和６２.１１～昭和６３.１１ 羽曳野市議会選出 

１４ 代 辻 本 義 一 昭和６３.１１～平成 元.１１ 藤井寺市議会選出 

１５ 代 青 木 重 造 平成 元.１１～平成 ２.１１ 柏原市議会選出 

１６ 代 松 本 守 央 平成 ２.１１～平成 ３.１１ 羽曳野市議会選出 

１７ 代 堀 川 国 一 平成 ３.１１～平成 ４.１１ 藤井寺市議会選出 

１８ 代 村 山  勝 平成 ４.１１～平成 ５.１１ 柏原市議会選出 

１９ 代 田 仲 健 郎 平成 ５.１１～平成 ６.１１ 羽曳野市議会選出 

２０ 代 堀 川 国 一 平成 ６.１１～平成 ７.１１ 藤井寺市議会選出 

２１ 代 中 野 広 也 平成 ７.１１～平成 ８.１１ 柏原市議会選出 

２２ 代 田 仲 健 郎 平成 ８.１１～平成 ９.１１ 羽曳野市議会選出 

２３ 代 石 田 隼 人 平成 ９.１１～平成１０.１１ 藤井寺市議会選出 

２４ 代 羽多野正嗣  平成１０.１１～平成１１.１１ 柏原市議会選出 

２５ 代 林  義 和 平成１１.１１～平成１２.１１ 羽曳野市議会選出 

２６ 代 清 久  功 平成１２.１１～平成１３. ５ 藤井寺市議会選出 

２７ 代 石 田 隼 人 平成１３. ５～平成１３.１１ 藤井寺市議会選出 

２８ 代 笠 井 和 憲 平成１３.１１～平成１４.１１ 柏原市議会選出 

２９ 代 田 仲 健 郎 平成１４.１１～平成１５.１１ 羽曳野市議会選出 

３０ 代 沢 田 勝 秀 平成１５.１１～平成１６.１１ 藤井寺市議会選出 
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３１ 代 中 野 広 也 平成１６.１１～平成１７.１１ 柏原市議会選出 

３２ 代 小 田 敏 朗 平成１７.１１～平成１８.１１ 羽曳野市議会選出 

３３ 代 石 田 隼 人 平成１８.１１～平成１９.１１ 藤井寺市議会選出 

３４ 代 笠 井 和 憲 平成１９.１１～平成２０.１１ 柏原市議会選出 

３５ 代 田 村 啓 二 平成２０.１１～平成２１.１１ 羽曳野市議会選出 

３６ 代 楠 本 陸 雄 平成２１.１１～平成２２. ５ 藤井寺市議会選出 

３７ 代 石 田 隼 人 平成２２. ６～平成２２.１１ 藤井寺市議会選出 

３８ 代 奥 山  渉 平成２２.１１～平成２３.１１ 柏原市議会選出 

３９ 代 吉 田 恭 輔 平成２３.１１～平成２４.１１ 羽曳野市議会選出 

４０ 代 田 中 光 春 平成２４.１１～平成２５. ５ 藤井寺市議会選出 

４１ 代 石 田 隼 人 平成２５. ５～平成２５.１１ 藤井寺市議会選出 

４２ 代 大 坪 教 孝 平成２５.１１～平成２６.１１ 柏原市議会選出 

４３ 代 吉 田 恭 輔 平成２６.１１～平成２７.１１ 羽曳野市議会選出 

４４ 代 清 久  功 平成２７.１１～平成２８． ６ 藤井寺市議会選出 

４５ 代 田 中 光 春 平成２８． ６～平成２８.１１ 藤井寺市議会選出 

４６ 代 中 野 広 也 平成２８.１１～平成２９.１１ 柏原市議会選出 

４７ 代 若 林 信 一 平成２９.１１～平成３０.１１ 羽曳野市議会選出 

４８ 代 山 本 忠 司 平成３０.１１～令和 元.１１ 藤井寺市議会選出 

４９ 代 奥 山  渉 令和 元.１１～令和 ２.１１ 柏原市議会選出 

５０ 代 今 井 利 三 令和 ２.１１～令和 ３.１１ 羽曳野市議会選出 

５１ 代 片 山 敬 子 令和 ３.１１～令和 ４.１１ 藤井寺市議会選出 

５２ 代 大 坪 教 孝 令和 ４.１１～ 柏原市議会選出 
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消防長 

 

 

歴  代 氏  名 就任年月日 退任年月日 

初 代 谷 口  求 昭和３８.１０. １ 昭和４９. ６.３０ 

２ 代 森 田 卓 爾 昭和４９. ７. １ 昭和５８. ３.３１ 

３ 代 安 井 昭 夫 昭和５８. ４. １ 昭和６１. ３.３１ 

４ 代 井 関 和 彦 昭和６１. ４. １ 平成１０.１１.１５ 

５ 代 松 尾  満 平成１０.１１.１６ 平成１７. ３.３１ 

６ 代 井 関 義 彦 平成１７. ４. ８ 平成１９. ３.３１ 

７ 代 戸 谷  勇 平成１９. ４. １ 平成２１. ３.３１ 

８ 代 辻 野 義 隆 平成２１. ４. １ 平成２２. ３.３１ 

９ 代 奥 野 惠 三 平成２２. ４. １ 平成２３. ４.３０ 

１０ 代 河 井 賀 文 平成２３. ５.１６ 平成２９. ８. ８ 

１１ 代 角 井 洋 一 平成２８. ５. １ 平成３０. ３.３１ 

１２ 代 片 山 雅 義 平成３０. ４. １ 令和 ３. ３.３１ 

１３ 代 土堤内清次 令和 ３. ４. １ 令和 ４. ３.３１ 

１４ 代 曽我部浩治 令和 ４. ４. １ 令和 ５. ３.３１ 

１５ 代 小 池 一 彰 令和 ５. ４. １  
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令和４年度

新 築 225 58 180 463

増 築 4 8 3 15

改 築

移 転

修 繕

模 様 替

用 途 変 更 1 1

そ の 他

同 意 件 数 230 66 183 479

不 同 意 件 数

令和４年度

種               別 回数 修了者数

甲種防火管理者講習 1 41

１.建築同意事務処理状況

柏原市 羽曳野市 藤井寺市 合計

２.防火管理者講習会実施状況

市 別

区 分
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令和５年４月１日現在

柏原市 羽曳野市 藤井寺市 合　計

棟　別　数 棟　別　数 棟　別　数 棟　別　数

イ 1 1

ロ 55 103 40 198

イ 1 1

ロ 4 6 3 13

ハ 1 1

ニ 1 3 2 6

イ 1 1

ロ 34 109 50 193

4 60 157 78 295

イ 6 5 7 18

ロ 668 936 674 2,278

イ 40 58 57 155

ロ 33 64 32 129

ハ 93 147 80 320

ニ 12 21 17 50

7 118 88 65 271

8 1 1 2

イ 1 1

ロ 3 5 2 10

10 10 7 3 20

11 59 72 62 193

イ 511 436 157 1,104

ロ

イ 42 53 33 128

ロ 1 1

14 207 253 115 575

15 210 334 213 757

イ 175 209 198 582

ロ 103 161 126 390

1 3 1 5

3 3

2,447 3,232 2,022 7,701

３．防火対象物の現況

1
劇場・映画館等

公会堂・集会場

2

キャバレー・カフェーの類等

遊技場・ダンスホール

性風俗関連特殊営業を営む店舗

カラオケボックス等

3
待合・料理店の類

飲食店

マーケット・店舗等

5
旅館・ホテル・宿泊所

寄宿舎・下宿・共同住宅

6

病院・診療所・助産所

老人福祉施設・救護施設等

老人デイサービス等

幼稚園・養護学校等

学校・大学等

図書館.博物館.美術館

9
公衆浴場のうち蒸気浴場等

イに掲げる以外の公衆浴場

車両の停車場・航空機の発着場等

神社.寺院・教会の類

12
工場・作業場

映画スタジオ・テレビスタジオ

13
自動車車庫.駐車場

飛行機・回転翼航空機の格納庫

倉庫

前各号に該当しない事業場

16
特定防火対象物が存する複合対象物

前各号に掲げる以外の複合対象物

16の2 地下街

合  計

16の3 準地下街

17 重要文化財等の建造物

18 ５０メートル以上のアーケード

区 分

防火対象物区分
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４．火災予防

柏
原
市

羽
曳
野
市

藤
井
寺
市

計
柏
原
市

羽
曳
野
市

藤
井
寺
市

計

総　　　　数 244 79 13 28 23 64 1 4 1 6

イ 劇場・映画館等

ロ 公会堂・集会場 4 1 1 1

イ キャバレー等

ロ 遊技場等

ハ 性風俗関連店舗

ニ 個室ビデオ等

イ 待合・料理店

ロ 飲食店

マーケット等 6 2 1 1 2

イ 旅館・ホテル等

ロ 共同住宅等 57 24 5 12 7 24

イ 病院・診療所等 26 7 2 2 2 2

ロ 老人福祉施設等 11 3 1 1 2

ハ デイサービス等 23 8 2 5 1 8

ニ 幼稚園等

学校等 11

図書館等

イ 公衆浴場のうち蒸気浴場等

ロ イに掲げる以外の公衆浴場

車両の停車場等

神社・寺院等 4 2 1 1 1 1

イ 工場・作業場 21 4 1 2 3

ロ 映画スタジオ等

イ 自動車車庫等 5 2 2 2

ロ 飛行機等の格納庫

倉庫 20 8 1 3 4 2 1 3

前各号に該当しない事業場 15 4 1 3 4

イ 特定複合対象物 41 14 2 3 6 11

ロ 前各号以外の複合対象物

地下街

準地下街

重要文化財等の建造物

５０メートル以上のアーケード

11

6

16の3

7

8

9

10

3

4

5

2

18

12

13

14

15

16

16の2

17

（１）消防用設備等検査状況　

1

合
　
　
計

消火器 屋内消火栓設備
小
　
計

消　火　設　備

設備別

対象物区分
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令和４年度

柏
原
市

羽
曳
野
市

藤
井
寺
市

計
柏
原
市

羽
曳
野
市

藤
井
寺
市

計
柏
原
市

羽
曳
野
市

藤
井
寺
市

計
柏
原
市

羽
曳
野
市

藤
井
寺
市

計
柏
原
市

羽
曳
野
市

藤
井
寺
市

計
柏
原
市

羽
曳
野
市

藤
井
寺
市

計

1 3 2 6 1 1 2 2

2 1 3

1 1

1 1

1 1

1 1 1 3

ハロゲン化物
消火設備

屋外消火栓設備
移動粉末消火

設備
特定施設水道連結型
スプリンクラー設備

スプリンクラー
設備

　　　　　　

パッケージ型
消火設備

消　　火　　設　　備

－ 45 －



柏
原
市

羽
曳
野
市

藤
井
寺
市

計
柏
原
市

羽
曳
野
市

藤
井
寺
市

計
柏
原
市

羽
曳
野
市

藤
井
寺
市

計
柏
原
市

羽
曳
野
市

藤
井
寺
市

計
柏
原
市

羽
曳
野
市

藤
井
寺
市

計

89 13 35 19 67 2 1 3 3 2 5 5 3 8 3 3 6

イ

ロ 1 1 1

イ

ロ

ハ

ニ

イ

ロ

2 1 1 2

イ

ロ 17 4 9 4 17

イ 13 4 1 5 1 1 4 1 5 1 1 2

ロ 3 1 1 2 1 1

ハ 7 2 1 3 2 1 3 1 1

ニ

11 11 11

イ

ロ

1 1 1

イ 9 5 3 1 9

ロ

イ 2 1 1 1 1

ロ

4 2 2 4

4 1 2 3 1 1

イ 15 1 2 6 9 1 1 1 2 3 1 1 2

ロ

18

14

15

16

9

17

16の3

11

12

10

13

16の2

警    報    設    備 

自動火災報知設備 火災通報装置非常放送設備
特定小規模施設用
自動火災報知設備

小
　
計

6

3

4

8

7

非常警報設備

2

5

計

1

－ 46 －



令和４年度

柏
原
市

羽
曳
野
市

藤
井
寺
市

計
柏
原
市

羽
曳
野
市

藤
井
寺
市

計
柏
原
市

羽
曳
野
市

藤
井
寺
市

計
柏
原
市

羽
曳
野
市

藤
井
寺
市

計
柏
原
市

羽
曳
野
市

藤
井
寺
市

計
柏
原
市

羽
曳
野
市

藤
井
寺
市

計

73 2 5 4 11 15 19 28 62 3 2 1 3

2 1 1 1 1

2 1 1 2

15 2 2 3 7 4 1 3 8 1 1 1

4 1 1 2 1 3 2 1 1 2

5 1 1 2 1 1 1 3

8 2 5 1 8

1 1 1

8 2 4 2 8

1 1 1

8 1 2 5 8

7 1 6 7

12 2 2 8 12

避     難     設     備

消防用水

消火活動上必要な設備等

連結送水管誘導灯
小
　
計

排煙設備
小
　
計

高輝度蓄光式
誘導標識

避難器具

－ 47 －



柏
原
市

羽
曳
野
市

藤
井
寺
市

計
柏
原
市

羽
曳
野
市

藤
井
寺
市

計

総　　　　数 5,965 2,436 595 806 532 1,933 103 78 52 233

イ 劇場・映画館等 8 2 2 2

ロ 公会堂・集会場 437 134 43 56 26 125 2 2 3 7

イ キャバレー等

ロ 遊技場等 44 15 1 5 2 8

ハ 性風俗関連店舗

ニ 個室ビデオ等 23 8 4 1 5 1 1

イ 待合・料理店

ロ 飲食店 141 45 7 24 12 43 2 2

マーケット等 525 196 30 85 36 151 5 9 3 17

イ 旅館・ホテル等 39 11 1 3 4 8 1 1 2

ロ 共同住宅等 1,076 556 161 194 176 531 6 2 6 14

イ 病院・診療所等 207 63 13 12 22 47 2 1 2 5

ロ 老人福祉施設等 543 185 25 41 26 92 1 1

ハ デイサービス等 446 134 37 56 31 124 1 3 2 6

ニ 幼稚園等

学校等 384 146 50 22 3 75 43 20 3 66

図書館等 10 3 1 1 2 1 1

イ 公衆浴場のうち蒸気浴場等

ロ イに掲げる以外の公衆浴場

車両の停車場等 18 14 5 3 4 12 2 2

神社・寺院等 93 35 5 15 10 30 4 1 5

イ 工場・作業場 597 321 89 85 42 216 28 21 15 64

ロ 映画スタジオ等

イ 自動車車庫等 39 27 3 7 6 16

ロ 飛行機等の格納庫

倉庫 151 95 26 28 25 79 3 3 4 10

前各号に該当しない事業場 398 193 32 93 41 166 5 8 3 16

イ 特定複合対象物 781 250 65 70 64 199 6 2 6 14

ロ 前各号以外の複合対象物

地下街

準地下街

重要文化財等の建造物 5 3 1 1 2

５０メートル以上のアーケード

12

1

消　火　設　備

9

10

11

2

4

5

6

3

7

8

17

18

13

14

15

16

16の3

16の2

合
　
　
計

小
　
計

消火器 屋内消火栓設備

（２）消防用設備等点検状況　

設備別

対象物区分
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柏
原
市

羽
曳
野
市

藤
井
寺
市

計
柏
原
市

羽
曳
野
市

藤
井
寺
市

計
柏
原
市

羽
曳
野
市

藤
井
寺
市

計
柏
原
市

羽
曳
野
市

藤
井
寺
市

計

37 73 43 153 28 36 22 86 3 5 1 9 7 6 9 22

1 1 1 1

3 1 4 2 1 3

1 1 2

2 10 1 13 4 9 1 14 1 1

1 1

1 1 6 4 10

3 2 5 10 1 1

25 39 26 90 1 1 2

1 3 4

1 1 1 1 1 1 1 3

10 7 3 20 1 1 2 7 6 6 19

3 6 2 11

1 1 1 2 3 2 2

2 4 5 11

5 14 9 28 2 5 2 9

1 1

消　　火　　設　　備

水噴霧消火設備等 動力消防ポンプ設備

令和４年度

屋外消火栓設備スプリンクラー設備

－ 49 －



柏
原
市

羽
曳
野
市

藤
井
寺
市

計
柏
原
市

羽
曳
野
市

藤
井
寺
市

計
柏
原
市

羽
曳
野
市

藤
井
寺
市

計
柏
原
市

羽
曳
野
市

藤
井
寺
市

計
柏
原
市

羽
曳
野
市

藤
井
寺
市

計
柏
原
市

羽
曳
野
市

藤
井
寺
市

計

1,844 369 471 290 1,130 4 12 5 21 15 13 24 52 54 87 49 190 81 118 66 265 67 87 32 186

イ 4 2 2 2 2

ロ 144 19 21 11 51 1 2 3 26 36 17 79 6 4 1 11

イ

ロ 13 1 4 1 6 1 1 1 4 1 6

ハ

ニ 6 4 1 5 1 1

イ

ロ 40 5 12 5 22 1 1 1 10 5 16 1 1

170 13 61 21 95 1 1 1 1 1 1 13 17 13 43 7 19 3 29

イ 14 1 3 4 8 1 1 2 2 4 1 1

ロ 258 55 63 58 176 11 7 14 32 2 1 3 13 17 16 46 1 1

イ 73 9 9 17 35 1 1 1 1 2 7 5 9 21 2 2 1 5 3 3 3 9

ロ 207 26 41 25 92 2 2 1 5 1 1 2 24 40 24 88 1 1 2 4 8 6 18

ハ 148 27 43 18 88 1 3 1 5 12 18 6 36 2 4 1 7 4 6 2 12

ニ

139 48 22 3 73 3 1 4 3 3 10 10 20 25 12 2 39

4 1 1 2 1 1 1 1

イ

ロ

2 2 2

42 3 14 8 25 1 1 2 2 4 8 1 6 1 8

イ 180 81 64 32 177 1 1 2 2

ロ

イ 10 2 5 1 8 2 2

ロ

37 8 17 11 36 1 1

109 23 28 22 73 1 1 2 2 12 6 20 3 9 2 14

イ 242 44 57 51 152 4 3 7 1 1 3 5 9 16 7 32 8 6 3 17 10 11 8 29

ロ

2 1 1 2

火災通報装置

5

6

11

12

計

2

1

8

7

18

14

15

16

16の2

16の3

17

13

4

9

10

非常放送設備

3

小
　
計

漏電火災
警報器

警    報    設    備 

非常警報設備自動火災報知設備
ガス漏れ

火災警報設備
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柏
原
市

羽
曳
野
市

藤
井
寺
市

計
柏
原
市

羽
曳
野
市

藤
井
寺
市

計
柏
原
市

羽
曳
野
市

藤
井
寺
市

計
柏
原
市

羽
曳
野
市

藤
井
寺
市

計
柏
原
市

羽
曳
野
市

藤
井
寺
市

計
柏
原
市

羽
曳
野
市

藤
井
寺
市

計
柏
原
市

羽
曳
野
市

藤
井
寺
市

計

1,461 128 142 114 384 316 478 283 1,077 224 5 13 7 25 38 49 34 121 1 1 37 18 16 71 4 2 6

2 2 2

153 12 12 8 32 42 53 26 121 6 4 1 5 1 1

9 1 1 1 5 2 8 7 2 2 1 2 1 4 1 1

8 3 3 4 1 5 1 1 1

55 4 4 5 13 7 24 11 42 1 1 1

145 2 8 5 15 22 79 29 130 14 1 2 3 3 5 1 9 1 1 2

12 1 3 4 1 3 4 8 2 1 1 1 1

208 35 33 31 99 40 28 41 109 54 1 1 1 3 2 4 3 9 18 8 10 36 4 2 6

64 5 3 8 16 13 12 23 48 7 1 1 2 2 1 5 1 1

131 10 17 12 39 25 41 26 92 20 2 2 4 3 5 4 12 3 1 4

155 11 15 9 35 35 56 29 120 9 2 2 2 3 2 7

71 18 11 3 32 15 21 3 39 28 1 1 15 1 16 9 1 1 11

2 1 1 2 1 1 1

2 2 2

16 2 1 3 2 9 2 13

84 2 2 4 34 35 11 80 12 1 1 5 2 2 9 1 1 2

2 1 1 1 1

17 3 11 3 17 2 1 1 1 1

81 1 4 4 9 19 34 19 72 15 1 1 5 2 6 13 1 1

246 25 29 25 79 54 61 52 167 43 4 1 5 8 8 10 26 5 5 2 12

小
　
計

避難器具
小
　
計

令和４年度

避     難     設     備 消火活動上必要な設備等

連結散水設備
非常コンセ
ント設備

誘導灯 消防用水 連結送水管排煙設備
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イ 劇場・映画館・演芸場・観覧場

ロ 公会堂・集会場 1 1

イ キャバレー・カフェー・ナイトクラブの類

ロ 遊技場・ダンスホール

ハ 性風俗関連特殊営業を営む店舗

ニ カラオケボックス・個室ビデオの類 1 1

イ 待合・料理店の類

ロ 飲食店 6 18 4 28

百貨店・マーケット・店舗・展示場 2 5 5 12

イ 旅館・ホテル・宿泊所

ロ 寄宿舎・下宿・共同住宅 33 24 40 97

イ 病院・診療所・助産所 6 1 4 11

ロ 老人福祉施設・救護施設等 28 39 23 90

ハ 老人デイサービス等 4 3 3 10

ニ 幼稚園・盲学校・ろう学校・養護学校 1 1

小学校.中学校.高等学校.大学.各種学校 8 1 9

図書館.博物館.美術館 1 1

イ 公衆浴場のうち蒸気浴場.熱気浴場

ロ イに掲げる以外の公衆浴場

車両の停車場.船舶.航空機の発着場

神社.寺院、教会の類 3 8 5 16

イ 工場.作業場 29 25 5 59

ロ 映画スタジオ.テレビスタジオ

イ 自動車車庫.駐車場 2 2

ロ 飛行機、回転翼航空機の格納庫

倉庫 13 16 3 32

前各号に該当しない事業場 17 13 8 38

イ 特定防火対象物が存する複合対象物 6 14 8 28

ロ 前各号に掲げる以外の複合対象物 2 5 1 8

地下街

準地下街

重要文化財等の建造物 1 1 2

５０メートル以上のアーケード

161 176 109 446

令和４年度

柏
原
市

羽
曳
野
市

藤
井
寺
市

計

（３）立入検査実施状況

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

17

18

合計

13

14

15

16

16の2

16の3

市 別

防火対象物区分
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柏 原 市 128 1 2 12 8 5 15 7 5 23

羽曳野市 157 6 6 23 1 13 2 2 4 5 4 32

藤井寺市 145 2 13 1 11 1 2 4 4 13

計 430 7 10 48 2 32 2 8 21 16 13 68

4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

柏 原 市 205 71 37 21 13 7 9 3 2 2 5 2

羽曳野市 205 73 31 14 13 2 7 3 2 3

藤井寺市 199 72 38 20 18 7 5 2 1 2 2

計 609 216 106 55 44 16 21 8 5 4 8 4

５．条例関係等届出状況

防
火
対
象
物
の
使
用
開
始

（

変
更
）

露
天
等
の
開
設

令和４年度

炉
（

据
付
面
積
２
㎡
以
上
）

ボ
イ
ラ
ー

変
電
・
発
電
・
蓄
電
池
設
備

ネ
オ
ン
管
灯
設
備

水
素
ガ
ス
を
充
填
す
る
気
球

催
し
物

乾
燥
設
備

火
花
を
生
ず
る
設
備

少
量
危
険
物
貯
蔵
・
取
扱

指
定
可
燃
物
貯
蔵
・
取
扱

圧
縮
ア
セ
チ
レ
ン
ガ
ス
・

液
化
石
油
ガ
ス

1,096

令和５年４月１日現在

計

377

353

366

喫
煙
・
裸
火
の
使
用
・

危
険
物
品
の
持
ち
込
み

ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ

６．中高層建築物の状況

市 別

市 別

階 別

種 別

市 別
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（１）危険物施設の状況

（２）危険物施設等の許認可状況

水
圧

21

36

仮
貯
蔵
・
仮
取
扱

7

213

4

31

13

15

1

9

3

2

1

11

譲
　
渡
　
引
　
渡

3

廃
　
　
　
　
　
止

3

設
置

 
 
仮
 
使
 
用
 
承
 
認

保
安
監
督
者
等
選
解
任

品
名
数
量
変
更

35

1

10

21

3

2屋 内 貯 蔵 所

5

2

貯
　
蔵
　
所

完
成
検
査

屋 外 貯 蔵 所

合 計

取
扱
所

11

屋内タンク貯蔵所

3

8

製 造 所

屋外タンク貯蔵所

簡易タンク貯蔵所

給 油 取 扱 所

一 般 取 扱 所

販 売 取 扱 所

移動タンク貯蔵所

羽 曳 野 市

取　扱　所

1

12

9

192

2

　
屋
内
タ
ン
ク

　
屋
外
貯
蔵
所

柏 原 市

　
　
製
　
造
　
所

　
　
貯
　
蔵
　
所

11

　
移
動
タ
ン
ク

2

　
給
油
取
扱
所

120 6

藤 井 寺 市

45 1

90

23

23

許
 
 
可

233

設
置

変
更

6

4

1

2

1

1

2

4

７.　危　険　物

令和４年度

令和５年４月１日現在

34

　
第
一
種
販
売
所

8

6

2

1

1

12 92

22

8

77

　
第
二
種
販
売
所

 
一
般
取
扱
所

　
　
　
合
　
計

4

5390

175

126

34

　
　
取
　
扱
　
所

　
屋
外
タ
ン
ク

貯　蔵　所　別

　
屋
内
貯
蔵
所

　
地
下
タ
ン
ク

7

3

2

55

30

7

47 3

33

2

44

36

10

335

1

1

34

15

合 計

1

変
更

地下タンク貯蔵所

38

1

1

水
張

完
成
検
査
前
検
査

区 分

市 別

区 分

製造所等の別
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（３）数量別危険物施設状況

 
 指定数量別 

製造所等の区分

135 78 71 23 7 5 16 335
62 46 48 6 5 2 6 175
54 26 19 15 2 2 8 126
19 6 4 2 1 2 34
4 6 1 1 12
3 6 1 1 11

1 1
107 51 51 19 4 1 233
45 30 36 4 4 1 120
47 16 14 13 90
15 5 1 2 23
44 23 22 2 1 92
22 13 17 2 1 55
16 9 5 30
6 1 7
6 3 3 12
2 2 3 7
2 1 3
2 2
6 2 8
2 2
2 2
2 2 4

26 18 21 8 3 1 77
15 12 14 2 3 1 47
7 4 6 5 22
4 2 1 1 8

24 2 3 9 38
3 3

20 2 3 8 33
1 1 2
1 3 2 6
1 3 2 6

24 21 19 4 3 5 14 90
14 10 11 2 1 2 4 44
7 10 5 2 2 2 8 36
3 1 3 1 2 10
1 4 6 2 2 5 14 34
1 2 2 4 9

4 1 2 2 2 8 19
3 1 2 6

23 16 11 2 1 53
13 10 8 2 1 34
7 5 3 15
3 1 4

1 2 3
1 1

1 1 2

令和５年４月１日現在

５
倍
以
下

５
倍
を
超
え

１
０
倍
以
下

１
０
倍
を
超
え

５
０
倍
以
下

５
０
倍
を
超
え

１
０
０
倍
以
下

１
０
０
倍
を
超
え

１
５
０
倍
以
下

１
５
０
倍
を
超
え

２
０
０
倍
以
下

２
０
０
倍
を
超
え

１
０
０
０
倍
以
下

１
０
０
０
倍
を

超
え
る

柏 原 市
羽 曳 野 市

合
計

柏 原 市
羽 曳 野 市
藤 井 寺 市

貯 蔵 所 ( 計 )
柏 原 市
羽 曳 野 市
藤 井 寺 市

屋外タンク(計)

柏 原 市
羽 曳 野 市
藤 井 寺 市

総 数
柏 原 市

柏 原 市
羽 曳 野 市

屋内貯蔵所(計)

屋内タンク(計)

地下タンク(計)

屋外貯蔵所(計)

移動タンク(計)
藤 井 寺 市

柏 原 市
羽 曳 野 市

柏 原 市
羽 曳 野 市
藤 井 寺 市

藤 井 寺 市

羽 曳 野 市
藤 井 寺 市

羽 曳 野 市
藤 井 寺 市

製 造 所 ( 計 )

藤 井 寺 市

販売取扱所(計)

貯

蔵

所

別

取

扱

所

別

柏 原 市
羽 曳 野 市
藤 井 寺 市

柏 原 市

柏 原 市
羽 曳 野 市

取 扱 所 ( 計 )
藤 井 寺 市

柏 原 市

羽 曳 野 市

藤 井 寺 市
一般取扱所(計)

柏 原 市
羽 曳 野 市
藤 井 寺 市

給油取扱所(計)

－ 55 －



ア　概要

イ　許可等状況

ア　概要

８．保安３法

令和４年度

高
圧
ガ
ス
第
一
種
製
造
者

9

6

2

柏  原  市

羽 曳 野 市

藤 井 寺 市

合　 　計

（１）　火薬類関係施設

高
圧
ガ
ス
第
一
種
貯
蔵
所

7

7

高
圧
ガ
ス
第
二
種
貯
蔵
所

9

4

13 6

そ
の
他
の
届

1

合
　
　
　
　
計

72

64

11

147

容
　
器
　
検
　
査
　
所

柏  原  市

羽 曳 野 市

藤 井 寺 市

合　　 計

令和５年４月１日現在

合計

2

2

4

庫外貯蔵庫

1

1

2

火薬類販売業者

1

1

2

区　　　分

件　　　数

営
業
及
び
火
薬
庫
の
用
途
廃
止

庫
外
貯
蔵
庫
廃
止

譲
受
消
費
許
可

2

譲
 
渡
 
許
 
可

消
 
費
 
許
 
可

煙
火
の
消
費
許
可

1

譲
 
受
 
許
 
可

17

高
圧
ガ
ス
第
二
種
製
造
者

35

24

3

62

1

1

高
圧
ガ
ス
販
売
事
業
者

17

18

6

41

特
定
高
圧
ガ
ス
消
費
事
業
所

4

2

（２）　高圧ガス関係施設

令和５年４月１日現在

区 分
市 別

市 別

区 分
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イ　許可等状況

1 1 1 1 2 3 26

ア　概要

イ　許可等状況

1

件　　　数

区　　　分

保
 
安
 
検
 
査

第
一
種
貯
蔵

設
 
置

変
 
更

完
 
成
 
検
 
査

製
 
 
造

設
 
置

変
 
更

貯
蔵
廃
止
届

令和４年度

容
器
検
査
所

そ
の
他
の
届

製
 
造
 
事
 
業
 
届

登
 
録

更
 
新

第
二
種
貯
蔵
所
設
置
届

販
売
事
業
・
変
更
届

危
害
予
防
規
程
制
定
・
変
更
届

販
売
事
業
廃
止
届第

一
種

第
二
種

9

3

1

13

令和５年４月１日現在

液
化
石
油
ガ
ス
特
定
供
給
設
備

液
化
石
油
ガ
ス
充
て
ん
設
備

合
　
　
　
　
計

製
造
廃
止
届

第
一
種

第
二
種

3

7

10

30

20

3

9

6

1

16

2

登
 
録

更
 
新

2

そ
 
の
 
他
 
の
 
届

42

保
安
業
務
廃
止

2

貯
蔵
施
設
等
完
成
検
査

設
 
備
 
工
 
事

1

貯
蔵
施
設
等
許
可

設
 
置

変
 
更

令和４年度

53

（３）　液化石油ガス関係施設

区　　　分

件　　　数

販
売
事
業
者
登
録

販
売
事
業
者
廃
止

2

柏  原  市

羽 曳 野 市

藤 井 寺 市

合　  　計

9

2

1

12

液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者

液
化
石
油
ガ
ス
保
安
機
関

認
定
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者

特
定
液
化
石
油
ガ
ス
設
置
工
事
事
業
所

保
安
機
関
認
定

市 別

区 分
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９．広報活動等実施状況 

 

令和４年度 

 

種 別 実施回数 参加人員 

火災予防協会及び各部会活動 ５ 
 

６７ 
 

婦人防火クラブ活動 ２ 
 

２１ 
 

幼年消防クラブ活動 ０ 
 

０ 
 

消防訓練等の指導 １２８ 
 

１９，０６２ 
 

消防施設見学 ４８ 
 

２，４５９ 
 

体験学習 ０ 
 

０ 
 

救命講習（上級救命） ６ 
 

１０２ 
 

救命講習（普通救命） ４８ 
 

７７３ 
 

救命講習（入門コース） ６３ 
 

２，０６２ 
 

救命講習（その他） ５ 
 

８８ 
 

救命講習（普及員） １０ 
 

２３９ 
 

－ 58 －



 
 
 

Ⅳ 警防・警備編 
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(1)

(1)

(2)

公設 私設 公設 私設 公設 私設

20

計

43

1

10

49

1,046 71

13

15

1,891

4,351 38 97 332

18

923,715

113930

145

11

令和５年４月１日現在

その他防火水槽消火栓

公設

2 5

30

1

合　計

柏 原 市

60㎥以上
100㎥未満

40㎥以上
60㎥未満私設

1,170

プール

57

令和５年４月１日現在

2

116

2

11

2 8

4

合 計

藤 井 寺 市

12

2

100㎥
以上

71,414 4

32

(　)非常用

37
 (4)

5 10

6 3 17

4
(1)

羽 曳 野 市 1,615

2

2高鷲出張所

羽曳野出張所

国分出張所

14

1

1

1

1

1

1

1
2

(1)
1

(1)

1

1
(1)

2

1

105

1

3

1

3

3

10
(2)

4
(1)

4

計

指
 
揮
 
車

資
器
材
搬
送
車

林
野
工
作
車

高
規
格
救
急
車

査
察
車
・
広
報
車
･
連
絡
車

中
 
型
 
バ
 
ス

緊
　
急
　
連
 
絡
 
車

１．消防車両配置状況

２．消防水利状況

7
(1)

1

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
水
槽
車

救
 
助
 
工
 
作
 
車

は
 
し
 
ご
 
車

化
 
学
 
車

水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

消 防 本 部

本 署

藤井寺分署

柏 原 分 署

1

1

1 1

1

車両別

署所別

車両別

署所別

車両別

署所別

車両別

署所別
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1,000
未満

1,000
以上
～

5,000
未満

5,000
以上
～

10,000
未満

10,000
以上
～

20,000
未満

20,000
以上
～

50,000
未満

50,000
以上

合
　
　
　
計

消
火
栓

防
火
水
槽

プ
ー

ル
等

柏 原 市 18 12 2 1 33 1

羽曳野市 33 24 3 1 61 1 4

藤井寺市 8 10 1 19 1

合    計 59 46 5 1 2 113 1 6

柏 原 市 19 10 1 1 31 2

羽曳野市 30 22 1 1 54 2 2

藤井寺市 11 5 16

合    計 60 37 2 2 101 2 4

柏 原 市 17 8 1 26 1 2

羽曳野市 26 11 1 2 1 41 1 14

藤井寺市 9 7 16

合    計 52 26 2 2 1 83 2 16

柏 原 市 11 9 1 1 22 1

羽曳野市 29 8 1 38 2

藤井寺市 13 7 20 1

合    計 53 24 1 1 1 80 4

柏 原 市 20 8 28

羽曳野市 32 10 2 44 3

藤井寺市 9 4 13

合    計 61 22 2 85 3

令
和
４
年

令
和
３
年

３．土地開発等に伴う消防水利等の同意に関する指導状況

令
和
元
年

令
和
２
年

年 区　分

開発面積（㎡）
消防水利設置

指導状況

平
成
30
年
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月　日 演習（訓練）名 参加団体及び参加車両 参加人員

3月15日 山岳救助訓練 柏原羽曳野藤井寺消防組合　車両３台

～ （実施場所）柏原市大字平野

3月16日 　「高尾山」及び

　　大県「高尾山創造の森」周辺

合計（消防機関） 車両３台 ５２名

4月23日 ＮＢＣ災害訓練 柏原羽曳野藤井寺消防組合 　５２名

（実施場所）

4月30日 　柏原羽曳野藤井寺消防組合消防本部 ５６名

　　　　　　　　　　

合計（消防機関） １０８名

7月4日 柏原羽曳野藤井寺消防組合　車両１台 １名

（実施場所） その他の大阪府大隊　　　車両２２台 ８０名

　大阪市西区九条南１－１２－５４

　　大阪市消防局

　東大阪市三島２－５－４３          

　　高度専門教育訓練センター

　大阪市此花区北港緑地２－１

　　舞洲消防訓練用地

合　計（消防機関） 車両２３台 ８１名

9月12日 水難救助訓練 柏原羽曳野藤井寺消防組合　車両４台 ６０名

～ （実施場所）

9月15日 　　羽曳野市古市石川河川敷

合　計（消防機関） 車両４台 ６０名

10月15日 柏原羽曳野藤井寺消防組合　車両２台 ６名

～

10月16日 （実施場所） その他の大阪府大隊　 　 車両２０台 ８９名

　滋賀県長浜市平方町１１３５

　　湖北地域消防本部 　　　　　　　　　　　　　ヘリ１機 ４名

　 滋賀県長浜市西浅井町沓掛          

　　太信建設㈱土砂採取場

　滋賀県長浜市湊町

　　長浜港

　滋賀県長浜市神照町

　　神照運動公園

合　計（消防機関） 車両２２台・ヘリ１機 ９９名

緊急消防援助隊近畿ブロック合同
訓練

４．総合訓練
令和４年度

５２名

大阪府土砂・風水害機動支援部隊
初動活動訓練
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月　日 演習（訓練）名 参加団体及び参加車両 参加人員

11月10日 近鉄電車事故・災害対応復旧訓練 柏原羽曳野藤井寺消防組合　車両４台 １８名

（実施場所） 富田林市消防本部 ３名

　羽曳野市西浦１丁目 河内長野市消防本部　　　　車両１台 ３名

　　近鉄日本鉄道古市検車区

合　計（消防機関） 車両５台 ２４名

11月12日 第６回緊急消防援助隊全国合同訓練柏原羽曳野藤井寺消防組合　車両１台 ３名

～ （実施場所） その他の大阪府大隊　 　 車両２４台 ９７名

11月13日 　静岡県浜松市西区篠原町地先 　　　　　　　　　　　　　ヘリ１機 ４名

　　遠州灘海浜公園（篠原地区）建設予定地

　静岡県静岡市清水町袖師町１９００          

　　ＥＮＥＯＳ株式会社清水油槽所

　静岡県掛川市平野地先

　　静岡県小笠山総合運動公園エコパ駐車場

　静岡県島田市湯日地先・牧之原市坂口先

　　富士山静岡空港西側県有地

合　計（消防機関） 車両２５台・ヘリ１機 １０４名

12月7日 ホットトレーニング 柏原羽曳野藤井寺消防組合　車両２台 ３４名

～ （実施場所）

12月8日 　大東市平野屋１－４－１

　　大阪府立消防学校

合　計（消防機関） 車両２台 ３４名

2月6日 山岳救助訓練 柏原羽曳野藤井寺消防組合　車両２台 ５２名

～ （実施場所） 富田林市消防本部 １０名

2月7日 　柏原市大字平野 河内長野市消防本部 ７名

　「高尾山」及び

　　大県「高尾山創造の森」周辺

合計（消防機関） 車両２台 ６９名

2月28日 震災対応訓練 柏原羽曳野藤井寺消防組合　車両１台 １１１名

合　計（消防機関） 車両１台　 １１１名

3月22日 警防技術総合訓練 柏原羽曳野藤井寺消防組合　車両９台 １０８名

～ (実施場所） 富田林市消防本部　　　　　車両２台 １４名

3月23日 　東大阪市三島２－５－４３ 河内長野市消防本部 ２名

　　高度専門教育訓練センター

合　計（消防機関） 車両１１台　 １２４名
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５. 消防訓練指導状況

令和４年度
種 別

128 19,062 132 449
26 6,710 29 97
57 5,853 58 195
45 6,499 45 157

2 62 2 6
1 300 1 3
3 362 3 9
1 15 1 4
7 2,102 7 23
4 2,176 4 16

12 4,293 12 43
1 147 1 3
7 456 7 23
8 698 8 28

16 1,301 16 54

4 159 4 14

4 159 4 14

2 108 2 7
1 15 1 3
3 123 3 10
4 768 4 13

3 30 3 9
7 798 7 22
3 750 3 9
6 806 6 20
7 1,170 7 23

16 2,726 16 52
12 4,251 15 52
10 349 10 34
6 590 6 20

28 5,190 31 106
1 500 1 3

12 1,432 13 45

13 1,932 14 48
1 87 1 4
1 10 1 3
7 1,139 7 27
9 1,236 9 34
1 115 1 3
2 240 2 7
3 250 3 10
6 605 6 20
2 77 2 6
4 129 4 13
5 131 5 18

11 337 11 37

藤 井 寺 市

柏 原 市
羽 曳 野 市
藤 井 寺 市

計

藤 井 寺 市
柏 原 市

柏 原 市
羽 曳 野 市
藤 井 寺 市

柏 原 市
羽 曳 野 市
藤 井 寺 市

８
月

羽 曳 野 市
藤 井 寺 市

４
月

計

計

５
月

柏 原 市

指導員数
月 別

合 計
柏 原 市
羽 曳 野 市

団体数 対象人員 出動車両台数

羽 曳 野 市
藤 井 寺 市

計

９
月

計

10
月

計

６
月

計

７
月

柏 原 市
羽 曳 野 市
藤 井 寺 市

柏 原 市
羽 曳 野 市

11
月

計

12
月

柏 原 市
羽 曳 野 市

柏 原 市
羽 曳 野 市
藤 井 寺 市

藤 井 寺 市

計

１
月

計

２
月

計

３
月

羽 曳 野 市

柏 原 市
羽 曳 野 市
藤 井 寺 市

柏 原 市
羽 曳 野 市
藤 井 寺 市

柏 原 市

藤 井 寺 市

計
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種別

月別 団体数 見学者 人数 見学署所 延人員 団体数 延人員
幼 児
保 育 園 児
幼 稚 園 児
小 学 生 19
中 学 生 5
成 人 11
幼 児
保 育 園 児
幼 稚 園 児 116
小 学 生
中 学 生
成 人 7
幼 児
保 育 園 児
幼 稚 園 児
小 学 生
中 学 生
成 人 16
幼 児
保 育 園 児
幼 稚 園 児 210
小 学 生
中 学 生
成 人 9
幼 児
保 育 園 児
幼 稚 園 児
小 学 生
中 学 生
成 人
幼 児
保 育 園 児
幼 稚 園 児 46
小 学 生
中 学 生
成 人 6
幼 児
保 育 園 児 89
幼 稚 園 児
小 学 生 217
中 学 生
成 人 24
幼 児
保 育 園 児 194
幼 稚 園 児 14
小 学 生 200
中 学 生
成 人 71
幼 児
保 育 園 児 206
幼 稚 園 児
小 学 生 204
中 学 生
成 人 46
幼 児
保 育 園 児
幼 稚 園 児 29
小 学 生 124
中 学 生
成 人 15
幼 児
保 育 園 児
幼 稚 園 児 41
小 学 生 360
中 学 生
成 人 27
幼 児
保 育 園 児
幼 稚 園 児 16
小 学 生 122
中 学 生 5
成 人 10

48 2,459 2,459

1 本署

６．署所見学及び体験学習状況

令和４年度
署　　所　　見　　学 体　験　学　習

５月 1 本署 123

４月 2 本署 35

16

８月

3 本署 219

６月

９月 2 本署 52

１０月 5
本署

藤井寺
高鷲

330

７月

１１月 9
本署
柏原
高鷲

479

１２月 11

本署
藤井寺
柏原
高鷲

456

１月 4
本署

藤井寺
高鷲

168

２月 7
本署
柏原

428

合  計

３月 3
本署
高鷲

153
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Ⅴ 通信指令編 
 
 
 
 
 
 

 

－ 67 －



１．高機能消防通信システム 

（１）概要 
柏原羽曳野藤井寺消防組合では、複雑多様化する災害や救急要請に迅速、確実に対応するため、

最新鋭のコンピュータと最新の通信機器を駆使し、各種災害において１１９番通報の受信から出

場指令までの短縮及び支援情報等による確実な現場対応を可能としたシステムを平成３１年４月

に更新整備しました。 

 
 固定・IP電話や携帯電話からの１１９番通報に対し、発信地表示システム及び発信地位置情報

通知システムにより、通話と同時に通報場所が指令台の地図検索装置に表示され、災害場所とし

て決定することができます。更に、各消防車両にはＧＰＳ機能を有した車両動態管理装置の端末

を積載しており、指令台から常に消防車両の位置を把握し、災害現場に最短で到着できる車両を

選択し、災害の場所や状況に応じて自動で出場隊編成及び出場指令を行うことができます。 

耳や言葉の不自由な方の緊急通報手段として、スマートフォン等から１１９番通報できるＮＥ

Ｔ１１９や eメールで１１９番通報できる緊急通報システムを整備しています。 

また、ヘリコプターテレビ映像伝送システムを導入し、大阪市消防局の消防ヘリに搭載されて

いるカメラで撮影された映像を閲覧し、災害発生時の支援情報として消防活動に反映できるよう

になりました。このようなシステムにより、的確な消防活動と、より一層の消防業務の充実、強

化を基盤として「市民の安全確保」を実現します。 

（２）指令室内 構成図 

 

86型 液晶表示盤１ 86型 液晶表示盤２ 86型 液晶表示盤３ 大阪府

防災

端末

指令台１ 指令台２

指揮台無線統制台 無線統制台

映像

操作卓

運用保守

管理装置

指令伝送

装置

無線機

災害状況

案内装置

順次

指令

装置

長時間

録音

装置

災害時

受信

ＦＡＸ

緊急

受信

ＰＣ

指令書

プリンタ

映像

制御

装置

障害

監視

装置

ＮＥＴ

119

指令台３
Ｊｱﾗｰﾄ

受信装置

メール

119

可搬式 電子黒板

緊急

受信

ＰＣ
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２．受信状況 

（１）市別受信状況                            （件） 

 
 

種   別 柏原市 羽曳野市 藤井寺市 管  外 合   計 

災
害
受
付 

火  災 16 12 11 2 41 

救  急 3,906 7,192 3,843 11 14,952 

救  助 86 121 82 13 302 

そ の 他 315 564 298 5 1,182 

小    計 4,323 7,889 4,234 31 16,477 

そ
の
他
受
付 

紹   介 450 793 452 2 1,697 

試   験 129 233 241   603 

火災同報 22 9 15   46 

救急同報 80 147 79   306 

救助同報 6 7 4  4 21 

その他同報 22 30 28   80 

訓   練 81 178 82   341 

間違い 214 350 230 
 

794 

いたずら 4 8 2   14 

問い合せ 594 964 534 1 2,093 

他市転送 96 167 90 35 388 

応答無 78 144 104   326 

その他 517 943 509 7 1,976 

小    計 2,293 3,973 2,370 49 8,685 

合    計 6,616 11,862 6,604 80 25,162 

       テ レ ガ イ ド     10,755 

       救急安心センターおおさか転送     215 
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（２）受付種別受信状況                             （件） 

１１９番 IP電話
携帯
１１９ ＦＡＸ

ネット
１１９

メール
１１９

加入
回線

専用
回線

駆け
つけ 無線 そ の 他

緊急
老人

救急
安心 合計

柏 原 市 1 3 12 16

羽 曳 野 市 3 7 1 1 12

藤 井 寺 市 1 4 4 1 1 11

管　　　外 2 2

計 2 10 23 2 3 1 41

柏 原 市 355 1,135 1,940 110 97 3 1 105 56 41 3,843

羽 曳 野 市 659 2,053 3,531 256 244 9 267 71 102 7,192

藤 井 寺 市 399 1,035 2,054 1 148 67 10 2 115 13 62 3,906

管　　　外 3 5 3 11

計 1,413 4,223 7,528 1 519 408 22 3 490 140 205 14,952

柏 原 市 3 5 37 7 17 3 14 86

羽 曳 野 市 4 11 62 7 18 6 13 121

藤 井 寺 市 4 4 38 6 24 4 2 82

管　　　外 2 5 2 4 13

計 13 20 142 22 63 13 29 302

柏 原 市 43 119 257 18 37 8 30 4 1 517

羽 曳 野 市 96 236 462 11 50 15 70 3 943

藤 井 寺 市 45 86 304 1 12 32 8 1 18 1 1 509

管　　　外 3 1 3 7

計 184 441 1,026 1 42 122 31 1 118 8 2 1,976

柏 原 市 402 1,262 2,246 135 151 11 1 138 74 42 4,462

羽 曳 野 市 759 2,303 4,062 277 312 24 344 87 102 8,270

藤 井 寺 市 449 1,129 2,400 1 1 167 124 18 3 137 16 63 4,508

管　　　外 11 8 9 3 31

計 1,610 4,694 8,719 1 1 587 596 53 4 622 177 207 17,271

合
　
計

救
　
助

そ
の
他

救
　
急

火
　
災
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（３）過去５年間の受信件数 

 １１９番受信推移                           （件） 

  平成 30年 令和元年 令和 2年 令和 3年 令和 4年 

受信件数 21,780  22,854  20,184  21,485  25,162  

１日平均 59.7  62.6  55.3  58.9  68.9  

 過去５年間の受信件数は概ね増減なく推移しています。 
 

21,780 

22,854 

20,184 
21,485 

25,162 

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

平成30年 令和元年 令和2年 令和3年 令和4年

（件）

１１９番受信件数５年間の推移

 
 

 

 災害状況等自動案内装置（テレガイド）件数推移             （件） 

  平成 30 年 令和元年 令和 2年 令和 3年 令和 4年 

受信件数 13,603  9,451  11,844  12,505  10,755  

１日平均 37.3  25.9  32.4  34.3  29.5  

 

 

13,603 

9,451 

11,844 
12,505 

10,755 

0

5,000

10,000

15,000

平成30年 令和元年 令和2年 令和3年 令和4年

（件） 災害状況等自動案内装置（テレガイド）件数５年間の推移

 

  

災害時に一般市民からの問い合わせに自動音声で案内しています。 
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３．口頭指導状況 

 

 口頭指導とは、救急要請受信時に消防機関が救急現場付近にある者に、電話等により応急手当

の協力を要請し、口頭で応急手当の指導を行うことをいいます。 

 本年の口頭指導件数は、２，５７３件で「観察継続」「外出血の止血」「心臓マッサージ」「その

他」「体位管理」「異物除去」「人工呼吸」「気道確保」「除細動」「創の洗浄･被覆」「移動」の項目

についての集計です。 
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４．ホームページアクセス状況 

ホームページへのアクセス回数は、昨年 １７０，９３２件がありました。また、平成２３年４月か

らは、申請・届出書等のダウンロードをパソコンから可能にするなど、全ページの改修を行いました。

今後も地域に密着した役立つ情報を掲載していきます。 

 

＊月別件数                                      （件） 

月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 合計 

アクセス 13,406 11,976 12,471 14,031 14,821 13,236 14,418 16,147 15,300 15,266 15,135 14,725 170,932 

 

＊曜日別件数                                     （件） 

曜日 月 火 水 木 金 土 日 合計 

アクセス 24,654 25,723 25,304 25,438 24,759 22,842 22,212 170,932 
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５．消防通信施設の概況 
（１）情報連絡施設 

令和５年４月１日 現在 

 

指

令

室 

消

防

本

部 

本

署 

藤
井
寺
分
署

 

柏

原

分

署 

国
分
出
張
所

 

羽
曳
野
出
張
所 

高
鷲
出
張
所

 

合 
 

計 

通
報
受
付
回
線
・
装
置 

１１９専用回線（IP共用） 12        12 

携帯１１９専用回線 4        4 

携帯１１９転送回線 2        2 

統合型発信地取得用回線 2        2 

１１９転送落し 3        3 

医療機関・福祉関係回線 2        2 

警察専用回線 2        2 

高速関係（西名阪・南阪奈・阪神） 3        3 

１１９衛星回線 1        1 

１１９専用ＦＡＸ 1        1 

ＮＥＴ１１９ 1        1 

メール１１９ 1        1 

指
令
回
線
・
装
置 

指令回線装置・イントラネット 1   1 1 1 1 1 6 

指令プリンタ装置 1  2 1 1 1 1 1 8 

受 令 装 置 1  1 1 1 1 1 1 7 

指令モニター装置  2 4 3 3 3 2 2 19 

順次指令装置回線 10        10 

情
報
連
絡
回
線
・
装
置 

ヘリテレ映像伝送システム 2        2 

府医療情報端末 2        2 

災害テレホンガイド 5        5 

ホームページ 1        1 
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（２）無線施設 
使用無線機数 

          令和５年４月１日 現在 

 

指 

令 

室 

消

防

本

部 

本

 
 

署 

藤

井

寺

分

署 

柏

原

分

署 

国

分

出

張

所 

羽
曳
野
出
張
所 

高

鷲

出

張

所 

合 
 

計 

基 地 局 1        1 

デジタル可搬型卓上移動局    1 1 1 1 1 5 

デジタル署所受令機 1   1 1 1 1 1 6 

デジタル可搬型携帯無線局（10Ｗ）  1 1      2 

デジタル車載無線機（10Ｗ）  4 14 4 4 3 3 3 35 

デジタル携帯無線機(5Ｗ) 4  7 4 4 2 2 2 25 

400M携帯無線機（１Ｗ） 7  19 12 10 6 6 6 66 

防 災 無 線 機 1        1 

防 災 受 令 機 2        2 

無 線 機 合 計 
16 5 41 22 20 13 13 13 143 

Ａ Ｖ Ｍ  2 13 4 4 3 3 3 32 
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Ⅵ 自主防災組織編 
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１．結成状況

発足年月日
構成団体数
又 は 人 員

代　表　者

 火 　災　 予 　防 　協 　会 S39.8.28 ２６９社 会  長  金銅　俊二

自衛消防隊部会 S58.9.20 ３２社 部会長　平井　康光

危 険 物 部 会 S62.11.11 ５２社 部会長　市川　佳徳

防火管理者部会 S63.11.4 ４０社 部会長　神山　佳幸

広 報 部 会 H11.6.1 １１社

藤 井 寺 市 S61.12.1 １５０人 会　長　吉田　明子

羽 曳 野 市 S62.11.25 ２６２人 会　長　木村眞知子

柏  原  市 S63.11.25 ５０人 会　長　川本　町子

白鳩羽曳野幼稚園 S60.4.10 ２９９名 園　長　田中　昌之

第二白鳩幼稚園 S60.4.10 ３５７名 園　長　田中　昌之

藤井寺カトリック幼稚園 S60.4.11 １０６名 園　長　篠原　康二

関 西 女 子 短 期 大 学
附　属　幼　稚　園

S60.4.20 ２６５名 園　長　中村　斉子

令和５年５月１日現在

幼

年

消

防

ク

ラ

ブ

名　　称

婦

人

防

火

ク

ラ

ブ

－ 78 －



２．活動状況

（１）火災予防協会・婦人防火クラブ

2 4 1 1 1 9

95 59 32 52 7 245

1 1 2

68 38 106

1 1

9 9

2 2

13 13

3 2 5 3 1 1 2 17

18 11 5 3 10 10 11 68

3 2 5 4 1 2 17

23 13 5 31 10 8 90

2 2 2 2 1 1 1 11

21 8 2 2 7 11 7 58

1 1

114 114

令和４年度

令和４年度

上欄：回数、下欄：参加人数

藤井寺市
婦人防火クラブ

式　典 計その他
消　火
訓　練

予　防
広　報

講演会研修会役員会総　会

（２）幼年消防クラブ

火災予防協会

上欄：回数、下欄：参加人数

名　　　　　　　　　　　　称 式    典 計その他消火訓練予防広報講演会

関 西 女 子 短 期 大 学 附 属 幼 稚 園

藤 井 寺 カ ト リ ッ ク 幼 稚 園

第 二 白 鳩 幼 稚 園

白 鳩 羽 曳 野 幼 稚 園

羽曳野市
婦人防火クラブ

柏 原 市
婦人防火クラブ

防火管理者部会

危険物部会

自衛消防隊部会

広 報 部 会
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Ⅶ 消 防 団 編 
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第
1
分
団

第
４
分
団

第
１
班

第
２
班

第
３
班

第
４
班

第
５
班

第
１
班

第
２
班

第
３
班

第
４
班

第
５
班

第
６
班

第
１
班

第
２
班

第
３
班

第
４
班

第
５
班

第
６
班

第
１
班

第
２
班

第
３
班

第
４
班

第
５
班

高
鷲
第
１
分
団

埴
生
第
３
分
団

西
浦
第
２
分
団

駒
ヶ

谷
第
１
分
団

丹
比
第
３
分
団

第
１
分
団

第
２
分
団

第
１
班

第
２
班

第
４
班

第
６
班

第
７
班

第
８
班

第
１
班

第
２
班

第
３
班

第
４
班

第
５
班

副団長

団長

藤井寺市消防団

団長

第
３
分
団

本部付女性消防団副団長

丹
比
第
１
分
団

埴
生
第
４
分
団

西
浦
第
３
分
団

丹
比
第
２
分
団

埴
生
第
1
分
団

西
浦
第
１
分
団

高
鷲
第
２
分
団

埴
生
第
２
分
団

古
市
第
２
分
団

古
市
第
１
分
団

＜藤井寺市＞

第
２
分
団

丹
比
第
４
分
団

駒
ヶ

谷
第
３
分
団

駒
ヶ

谷
第
２
分
団

＜羽曳野市＞
羽曳野市消防団本部

（２）組　　織

＜柏原市＞

副団長

団長

柏原市消防団本部

女性分団

　　　それぞれ柏原市、羽曳野市、藤井寺市に置かれている。

１．消防団の現況

　　　の定員、任免、給与、服務等に関する条例」、羽曳野市は「羽曳野市消防団条例」
　　　藤井寺市は「藤井寺市消防団の設置等に関する条例」「藤井寺市消防団員の定員、
　　　任免、給与、服務等に関する条例」に基づいて組織され、これらを含む事務局は、

（１）概　　要

　　　　柏原市は「柏原市消防団の設置、名称及び区域に関する条例」「柏原市消防団員
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（３） 柏原市消防団

　①　団員数及び機械配置

令和５年４月１日現在

区　　分 団　　長 副団長 分団長 副分団長部　長 班　長 団　員 合　計

団員数
定員 1 4 4 4 5 22 100 140

実員 1 4 4 4 5 22 82(3) 122(3)

合計

5 7 6 2 1 21
機械配置

消防ポンプ自動車 小型動力ポンプ 積載車 指令車 その他の車両

団　　長

内（　）は女性消防団員

　②　年齢構成

（平均年齢　男性４９歳３か月・女性３０歳５か月）　 令和５年４月１日現在

区　　分
20　歳
以　下

21～
25歳

26～
30歳

31～
35歳

36～
40歳

1 1

41～
45歳

46～
50歳

51～
55歳

56　歳
以　上

合　計

分 団 長

副 団 長

1 3 4

4 4

部    長

副分団長

3 2 5

4 4

団    員 1(1) 2 4(1) 15

班    長

10 12(1) 15 10 13 82(3)

3 4 7 8 22

15(1) 20 20 35 122(3)

内（　）は女性消防団員

合    計 1(1) 2 4(1) 15 10

　③　勤続年数

（平均勤続年数　男性１５年８か月・女性２年） 令和５年４月１日現在

区    分 5年未満
５年以上
10年未満

10年以上
15年未満

15年以上
20年未満

20年以上
25年未満

25年以上
30年未満

30年以上 合　計

団    長 1 1

副 団 長 1 2 1 4

2 4

副分団長 1 1 1

分 団 長 1 1

1 4

部    長 1 2 2 5

班    長 3 7 7 4 1 22

9 122(3)

内（　）は女性消防団員

2 1 82(3)

合    計 14（3） 21 21 32 15 10

団    員 14（3） 21 17 21 6
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（４）　羽曳野市消防団

21 207(15)

内(  )は女性消防団員

10 5 156(14)

合    計 23(3) 40(3) 40 25(3) 38(6) 20

団    員 23(3) 37(3) 36 18(3) 27(5)

班    長 1 2 1 6(1) 1 11(1)

部    長

1 8 18

副分団長 1 2 1 2 7

分 団 長 1  5 3

3 16

副 団 長 2 3 5

団    長 1 1

　③　勤続年数

（平均勤続年数　男性１６年３か月・女性１３年５か月） 令和５年４月１日現在

区    分 5年未満
５年以上
10年未満

10年以上
15年未満

15年以上
20年未満

20年以上
25年未満

25年以上
30年未満

30年以上 合　計

33(1) 26(2) 34(2) 56(5) 207(15)

内(  )は女性消防団員

合    計 2(1) 7(2) 10 12(2) 27

162

団    員 2(1) 7(2) 10 12(2)

班    長

22 29(1) 21(1) 26(2) 27(5) 156(14)

2 1(1) 1 5 11(1)2

5 5

部    長

副分団長 1 6 7

1

41～
45歳

46～
50歳

51～
55歳

56　歳
以　上

合　計

分 団 長

副 団 長

1 2 3 1 11 18

― 11(1) 156(14) 207(15)

団　　長

内(  )は女性消防団員

　②　年齢構成

（平均年齢　男性４７歳８か月・女性４４歳２か月） 令和５年４月１日現在

区　　分
20　歳
以　下

21～
25歳

26～
30歳

31～
35歳

36～
40歳

1

機械配置
消防ポンプ自動車 小型動力ポンプ

小型動力ポン
プ付積載車 指令車

合　計

団 員 数

定員 1 階　　級　　別　　定　　員　　な　　し 230

実員 1 5 18

その他の車両 合計

8 10 1 2 21

16

　①　団員数及び機械配置

令和５年４月１日現在

区　　　分 団　　長 副団長 分団長副分団長 部　長 班　長 団　員
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（５）　藤井寺市消防団

　①　団員数及び機械配置

令和５年４月１日現在

区　　分 団　　長 副団長 分団長 副分団長 部　長 班　長 団　員 合　計

団員数
定員 1 4 2 2 11 80 100

実員 1 4 2 2 11 79 99

合計

5 6 6 1 1 19
機械配置

消防ポンプ自動車 小型動力ポンプ 積載車 指令車 その他の車両

　②　年齢構成

（平均年齢　４８歳６か月）　 令和５年４月１日現在

区　　分
20　歳
以　下

21～
25歳

26～
30歳

31～
35歳

36～
40歳

41～
45歳

副 団 長

46～
50歳

51～
55歳

56　歳
以　上

合　計

団　　長

4 4

1 1

副分団長

分 団 長

2 2

2 2

班    長

部    長

1 4 6 11

合    計 1 3 12

団    員 1 3 12

10 7 15 26 25 99

7 15 22 10 799

　③　勤続年数

（平均勤続年数　１６年１か月） 令和５年４月１日現在

区    分 5年未満
５年以上
10年未満

10年以上
15年未満

15年以上
20年未満

20年以上
25年未満

25年以上
30年未満

30年以上 合　計

団    長 1 1

副 団 長 4 4

2 2

副分団長 2

分 団 長

2

部    長

班    長 2 3 4 2 11

11 99

5 2 79

合    計 18 18 18 14 9 11

団    員 18 18 16 14 6
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Ⅷ 火 災 編 
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令和４年中の火災概要 

（１）出火件数 

令和４年中の火災件数は５３件（前年比１３件減少）、火災による死者は、２人（前年比  

１人減少）、負傷者は１４人（前年比３人減少）となります。 

64 70

51
52

47
52 49

57

66

53

0

10

20

30

40

50

60

70

80

25年 26年 27年 28年 29年 30年 元年 ２年 ３年 ４年

件 出火件数１０年間の推移

 

 

（２）火災種別 

火災種別による構成比を見ますと、建物火災が４０件（７５％）で最も比率が高く、次い

で、その他の火災９件（１７％）車両火災３件（６％）林野火災１件（２％）の順となりま

す。 

建物火災

４０件７５％

その他の火災

９件 １７％

車両火災

３件 ６％

林野火災

１件 ２％

火災種別割合

建物火災

その他の火災

車両火災

林野火災
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（３）各市別発生状況 

各市別の火災件数を見ますと、柏原市が２１件で全体の４０％を占め、次いで羽曳野市と

藤井寺市が各１６件、３０％となります。 

羽曳野市

１６件 ３０%

藤井寺市

１６件 ３０%

柏原市

２１件 ４０%

各市別発生状況

 

（４）火災種別及び火災月別発生状況 

火災種別ごとの発生状況につきましては、建物火災が４月、５月に８件と最も多く発生し

ました。月別に火災件数を見ますと、最も多い月は、５月の１１件で最も少ない月は、２月、

７月、９月の１件でした。 
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件 火災種別及び火災月別発生状況
建物火災

その他の火災

車両火災

林野火災
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（５）損害額 

令和４年の損害額は、１４６,７２８千円であり、昨年より３０,９８２千円の増加となっ

ています。 

121,427

25,140

68 93 0
0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

建物損害額 収容物損害額 その他の損害額 車両損害額 林野損害額

千円
火災損害額

 

（６）出火原因 

出火原因別火災件数は、こんろとストーブを合わせると１６件で、出火件数全体の約３０％

を占めています。 
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（７）覚知方法別出火件数 

令和４年中において、消防機関への覚知方法別出火件数を見ますと、火災報知専用電話 

（携帯電話・ＩＰ電話・ＮＴＴ加入）が２９件で、全体の約５５％を占めております。 
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）
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事
後
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（８）出火時刻別件数 

出火時刻別に火災件数を見ますと、１８時から２０時が９件で、最も多く発生しておりま

す。     
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（９）火災種別の推移（過去１０年間） 

火災種別ごとに令和４年の件数を比較しますと、その他の火災が１３件、減少しています。 

41
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件 火災種別の推移 建物

その他
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（１０）火災損害額（過去１０年間） 

火災損害額の過去１０年間の平均損害額は１６０,２３３千円であり、令和４年は平均を

１３，５０５千円下回る１４６,７２８千円となります。 

90,478 
101,566 

112,543 

81,479 

195,365 

277,027 

227,279 

254,120 

115,746 
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件
数

建
物

林
野

車
両

船
舶

そ
の
他

全
焼

半
焼

部
分
焼

ぼ
や

建
物

表
面
積

林
野
ａ

そ
の
他

建
物

収
容
物

世
帯

人
員

死
者

傷
者

53 40 1 3 9 8 2 14 35 1,429 81 2 3,427 146,728 121,427 25,140 93 68 59 115 2 14

21 15 1 1 4 3 6 13 488 72 2 137 54,571 37,706 16,835 30 25 48 6

16 11 1 4 3 4 12 521 4 1,790 57,460 53,117 4,246 60 37 18 36 1 2

16 14 1 1 2 2 4 10 420 5 1,500 34,697 30,604 4,059 33 1 16 31 1 6

柏 3 3 4 0 566 510 53 3 3 14 1

羽 1 1 1 1 1 96 6,139 6,039 100 3 7

藤 1 1 1 1 2

柏

羽 1 1 1 186 186

藤

柏 4 2 1 1 1 2 1 78 34 2 70 1,383 1,237 143 3 4 6 1

羽 1 1 1 1 5 1

藤 2 1 1 1 9 1,500 1,071 1,045 25 1 1 1 1

柏 3 3 1 1 1 318 15 40,002 26,753 13,249 7 12 1

羽 1 1 1 1 1 1 1

藤 4 4 2 1 2 2 376 28,093 24,384 3,709 7 16 1

柏 3 1 2 1 67 248 248

羽 5 4 1 1 3 13 1 1,790 125 85 40 2 2 1

藤 3 3 3 0 3 613 576 37 2 2

柏

羽 1 1 1 3 338 285 53 1 1

藤 2 2 2 201 201 1 2 1

柏

羽

藤 1 1 33 33

柏 5 3 1 1 1 2 6 292 191 77 24 4 4

羽 1 1 60 60

藤

柏

羽

藤 1 1 1 1 181 153 28 1 1 4

柏 2 2 1 2 3 92 17 12,079 9,015 3,064 6 10 1

羽

藤

柏

羽 2 1 1 2 1 4 409 1 50,549 46,708 3,841 10 20 1

藤 1 1 1 1 34 2 4,488 4,433 55 2 6

柏 1 1 1 1 1 1 2 2

羽 3 1 2 1 2 62 25 37

藤 1 1 1 17 13 4 1 1

３
月

４
月

総計

柏 原 市

羽曳野市

藤井寺市

１
月

２
月

（１１）月別火災発生状況

区別 火災種別
爆
発

焼損棟数 焼損面積
損害額（千円）

り災

月・市別

爆
発

林
野

建物火災
車
両

死傷者

総
額

そ
の
他

１
１
月

１
２
月

５
月

６
月

９
月

１
０
月

７
月

８
月
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53 1,261 358 53 197 54 1 1 43 2 7

21 492 138 19 80 21 15 2 1

16 383 111 17 59 16 1 12 6

16 386 109 17 58 17 1 16

柏 3 83 22 3 13 4 2

羽 1 36 10 1 6 2 1

藤 1 3 1 1

柏

羽 1 36 10 1 6 2 1

藤

柏 4 95 29 4 17 4 2 2

羽 1 6 2 1 1

藤 2 20 6 2 2 2

柏 3 121 32 3 19 6 3 1

羽 1 37 10 1 6 2 1

藤 4 106 29 5 17 4 3

柏 3 23 7 2 5

羽 5 64 19 5 10 2 2

藤 3 79 23 3 13 4 1 2

柏

羽 1 33 9 1 6 1 1

藤 2 41 12 2 6 2 2

柏

羽

藤 1 17 5 1 2 1 1

柏 5 104 29 4 17 5 3

羽 1 16 5 1 1 1 1 1

藤

柏

羽

藤 1 46 13 1 6 2 4

柏 2 51 14 2 7 2 3

羽

藤

柏

羽 2 105 31 3 15 4 3 6

藤 1 39 10 1 6 2 1

柏 1 15 5 1 2 2

羽 3 50 15 3 9 2 1

藤 1 35 10 1 6 2 1

梯
子
車

救
急
車

救
助
工
作
車

化
学
車

資
器
材
搬
送
車

連
絡
車

水
槽
車

山
林
積
載
車

３
月

４
月

（１２）月別火災出動状況

件
数

延
人
員

延
台
数

指
揮
車

タ
ン
ク
車

ポ
ン
プ
車

総計

柏原市
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６
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㎡ ㎡ ａ

563 368 3 52 5 138 1 499 13,150 1,816 30

162 106 3 18 3 35 148 4,029 649 23

259 168 21 2 68 230 6,722 501 7

142 94 13 35 1 121 2,399 666

柏 16 7 3 6 7 64 82

羽 30 20 4 6 26 561 41

藤 18 14 2 2 14 143 143

計 64 41 9 14 47 768 266

柏 19 15 2 2 20 557 5

羽 36 22 3 1 10 28 475 11 7

藤 15 10 1 4 11 85 170

計 70 47 6 1 16 59 1,117 186 7

柏 21 17 2 3 1 25 559 267

羽 24 17 2 5 19 333 19

藤 8 5 3 10 228 49

計 53 39 2 5 9 54 1,120 335

柏 12 10 1 2 13 133 84

羽 31 16 3 1 11 21 728 19

藤 9 4 2 3 4 136

計 52 30 1 5 1 16 38 997 103

柏 14 8 1 5 12 297 3
羽 18 15 1 2 28 1,126 229
藤 15 10 1 4 16 228 10
計 47 33 3 11 56 1,651 242
柏 8 7 1 7 278 8
羽 30 22 2 6 25 972 54
藤 14 8 2 4 13 664 71
計 52 37 5 10 45 1,914 133
柏 17 7 2 8 10 170 101
羽 22 13 2 7 23 1,367 118
藤 10 6 1 3 6 198 171
計 49 26 5 18 39 1,735 390
柏 14 7 2 2 3 9 1,016 21
羽 22 16 1 5 22 448 1
藤 21 15 1 5 21 297 47
計 57 38 4 2 13 52 1,761 48 21
柏 20 13 3 4 23 467 27
羽 30 16 2 12 19 191 5
藤 16 8 2 6 1 8
計 66 37 7 22 1 50 658 32
柏 21 15 1 1 4 22 488 72 2
羽 16 11 1 4 19 521 4
藤 16 14 1 1 18 420 5
計 53 40 3 1 9 59 1,429 81 2
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年
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(
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(

爆
発

)

(

爆
発

)

(

爆
発

)
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積

（１３）　１０年間の火災発生状況
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建
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面

積
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1,602,331 1,179,235 388,475 17,530 4 16,900 187 430 882 24 136

484,353 367,358 104,070 2,846 4 9,888 187 127 268 6 42

689,262 491,349 182,423 10,535 4,955 177 363 11 57

428,716 320,528 101,982 4,149 2,057 126 251 7 37

柏 8,056 5,575 2,325 151 5 5 13 1

羽 30,831 22,787 6,071 1,925 48 19 53

藤 51,591 44,437 5,011 2,123 20 10 23 1

計 90,478 72,799 13,407 4,199 73 34 89 2

柏 27,850 20,630 4,923 105 2,192 22 44 7

羽 30,368 24,070 4,058 1,527 713 22 47 14

藤 43,348 30,973 11,977 307 91 28 38 3 7

計 101,566 75,673 20,958 1,939 2,996 72 129 3 28

柏 66,516 52,824 5,847 1,389 6,456 19 40 1 5

羽 13,827 10,649 2,345 671 162 10 21 1 3

藤 32,200 26,630 4,980 200 390 4 9 1

計 112,543 90,103 13,172 2,260 7,008 33 70 2 9

柏 13,584 11,850 1,708 26 11 32 5

羽 64,394 46,127 13,352 4,272 643 17 38 1 6

藤 3,501 2,314 779 346 62 5 5 3

計 81,479 60,291 15,839 4,618 731 33 75 1 14

柏 40,211 25,954 13,269 430 371 187 11 22 5

羽 128,464 90,784 36,692 219 769 27 58 1 8

藤 26,690 18,666 7,752 4 268 12 33 1 4

計 195,365 135,404 57,713 653 1,408 187 50 113 2 17

柏 31,135 22,870 8,110 155 6 11 2 2

羽 151,279 108,723 39,864 1,013 1,679 24 45 1 10

藤 94,613 87,024 7,185 291 113 10 18 2 3

計 277,027 218,617 55,159 1,459 1,792 40 74 5 15

柏 39,381 19,377 19,590 296 118 6 15 1 1

羽 121,451 66,392 53,986 410 663 10 21 3 2

藤 66,447 45,702 20,383 302 60 14 33

計 227,279 131,471 93,959 1,008 841 30 69 4 3

柏 106,809 82,404 23,662 75 4 664 6 12 1 5

羽 72,248 50,997 20,957 150 144 16 24 1 4

藤 75,063 34,130 39,792 96 1,045 20 44 8

計 254,120 167,531 84,411 321 4 1,853 42 80 2 17

柏 96,240 88,168 7,801 245 26 16 31 1 5

羽 18,940 17,703 852 288 97 14 20 2 8

藤 566 48 64 447 7 7 17 4

計 115,746 105,919 8,717 980 130 37 68 3 17

柏 54,571 37,706 16,835 30 25 48 6

羽 57,460 53,117 4,246 60 37 18 36 1 2

藤 34,697 30,604 4,059 33 1 16 31 1 6

計 146,728 121,427 25,140 93 68 59 115 2 14

（１４）　１０年間の火災損害状況
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285 37,754 04 柏原市 建物 1

1 1 10 1,070 13 藤井寺市 建物 1

死者
（人）全

焼
半
焼

部
分
焼

ぼ
や

世
帯
数

人
員

焼損面積
（㎡）

（１５）損害額１，０００万円以上又は死者が発生した火災

出
火
月

出
火
市

火
災
種
別

焼損棟数 り災数 焼損状況

損害額
（千円）

10 柏原市 建物 1 1 3 5 9 92 12,051 0

11 羽曳野市 建物 2 1 4 10 20 409 50,549 1

4 藤井寺市 建物 2 1 1 6 14 375 27,920 0
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令和４年中の救急概況 

（１）過去１０年間の出場件数及び搬送人員の推移 

  本年中の出場件数は１６，１４０件（対前年比２，５２６件増、１５．７％増）、搬送

人員は１３，７４１人（対前年比１，６７４人増、１２．２％増）となっています。 

  出場件数を１日当たりに換算すると約４４件出場したことになり、約３３分に１回の

割合で出場しています。救急車の利用率は人口 1万人当たり約６７６件出場しており、こ

れは管内人口１４．８人に１件出場したことになります。 

 

 

 

（２）月別出場件数及び搬送人員 

  月別の出場件数は１２月が１，６１９件と最も多く、５月が１，１７８件と最も少な

くなっています。搬送人員は１２月が１，３８３人と最も多く、２月が９７４人と最も

少なくなっています。 
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（３）事故種別出場件数 

  急病が１１，１３９件、約６９%と最も多く、一般負傷、約１５%、交通事故、約７%の

順となっています。 

 

 

 

 

 

（４）程度別搬送状況 

  救急搬送された１３，７４１人のうち軽症者が７，５４７人で約５５%と半数以上を占

め、次いで中等症、約３８%、重症、約５%、死亡、約２%の順となっています。 

 

 

 

急病

11,139件

69%

一般負傷

2,467件

15%

交通事故

1,050件

7%

その他

1,484件

9%

事故種別出場件数

軽症

7,547人

55%

中等症

5,247人

38%

重症

654人

5%

死亡

292人

2%
その他

1人

0%

程度別搬送人員
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（５）医療機関別搬送状況 

 

 

うち
管外

うち
管外

うち
管外

うち
管外

うち
管外

207 206 19 19 26 26 252 251

2,393 472 77 47 189 61 306 156 2,965 736

228 228 7 7 23 23 37 37 295 295

病院 6,193 2,742 823 246 1,915 504 782 438 9,713 3,930

診療所 5 5 1 1 6 6

9,026 3,653 907 300 2,147 608 1,151 657 13,231 5,218

2 2 2 2 5 5 9 9

132 25 4 27 1 10 2 173 28

5 5 1 1 1 1 7 7

病院 184 53 19 40 2 43 28 286 83

診療所 25 5 1 1 3 4 1 33 7

348 90 26 3 71 4 63 37 508 134

209 208 2 2 19 19 31 31 261 260

2,525 497 81 47 216 62 316 158 3,138 764

233 233 7 7 24 24 38 38 302 302

病院 6,377 2,795 842 246 1,955 506 825 466 9,999 4,013

診療所 30 10 1 1 4 1 4 1 39 13

9,374 3,743 933 303 2,218 612 1,214 694 13,739 5,352

2 2 2 2

2 2 2 2

9,374 3,743 933 303 2,218 612 1,216 696 13,741 5,354

単位（人）

急病 交通事故 一般負傷 その他 計

そ
の
他
の
医
療
機
関

国立

公立

公的

私的

計

計

国立

公立

公的

私的

計

救
急
医
療
機
関

国立

公立

公的

私的

計

そ
の
他
の
場
所

接骨院等

その他

計

合計
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（６）応急処置実施状況 

 

急病 交通事故 一般負傷 その他 合計

9,374 933 2,218 1,216 13,741

33 24 86 28 171

13 76 81 38 208

15 1 3 5 24

2 1 3

うち自動

276 1 26 22 325

うち自動 46 6 4 56

2,138 53 125 274 2,590

315 3 35 25 378

経鼻エアウェイ

喉頭鏡・鉗子等 2 1 3

ラリンゲアルマスク等 126 2 15 6 149

気管挿管 58 5 6 69

21 21

115 1 116

24 24

95 1 9 7 112

133 1 9 7 150

56 1 4 4 65

15 15

3,589 244 754 470 5,057

22 122 337 78 559

157 1 11 14 183

点滴処置 6 1 4 11

外瘻処置 33 2 35

上記以外 129 1 8 11 149

9,073 922 2,180 1,172 13,347

8,718 922 2,045 1,162 12,847

2,171 186 253 130 2,740

9,116 929 2,178 1,186 13,409

4,610 131 333 350 5,424

40,707 3,618 8,470 4,973 57,768

　静脈路確保（心肺停止後）

　ブドウ糖溶液の投与

　血糖値測定

　心電図

　薬剤投与

　静脈路確保（輸液）

　エピペン投与

合      計

単位（人）

　除細動

　静脈路確保（心肺停止前）

　その他の応急処置

　血圧測定

　聴診器による心音・呼吸音の聴取

　人工呼吸のみ

　胸骨圧迫（心マッサージ）のみ

　心肺蘇生

　血中酸素飽和度の測定

　酸素吸入

　気道確保

　保温

　被覆

　在宅療法継続

応急処置対象人員

　止血

　固定
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（７）年齢区分別搬送状況 

 

単位（人）

急
　
病

交
通
事
故

一
般
負
傷

そ
の
他

計

死　亡

重　症

中等症 2 1 3

軽　症 4 4

その他

計 6 1 7

死　亡 1 1

重　症 3 1 4

中等症 88 1 5 30 124

軽　症 391 13 172 4 580

その他

計 482 14 178 35 709

死　亡 1 1 2

重　症 1 3 2 6

中等症 47 6 4 20 77

軽　症 247 95 65 52 459

その他

計 296 104 69 75 544

死　亡 29 2 10 41

重　症 103 11 1 34 149

中等症 551 64 56 179 850

軽　症 1,778 478 274 187 2,717

その他

計 2,461 553 333 410 3,757

死　亡 219 1 20 8 248

重　症 382 7 45 61 495

中等症 3,017 62 585 529 4,193

軽　症 2,510 192 988 97 3,787

その他 1 1

計 6,129 262 1,638 695 8,724

死　亡 249 1 23 19 292

重　症 489 21 46 98 654

中等症 3,705 133 650 759 5,247

軽　症 4,930 778 1,499 340 7,547

その他 1 1

計 9,374 933 2,218 1,216 13,741

老
人

（

六
十
五
歳
未
満
）

（

六
十
五
歳
以
上
）

合
計

新
生
児

成
人

乳
幼
児

（

二
十
八
日
未
満
）

（

七
歳
未
満
）

（

十
八
歳
未
満
）

少
年
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（８）過去１０年間の三市別出場状況 

  

単位　（件）

転

院

搬

送

医

師

搬

送

そ

の

他

計 12,376 67 5 1,513 108 64 1,906 81 139 7,794 608 91

柏 原 市 3,481 19 　 2 437 43 28 539 23 44 2,140 171 　 35

25 羽曳野市 5,506 28 2 683 43 22 842 30 53 3,444 322 37

年 藤井寺市 3,350 20 1 370 22 14 524 28 41 2,196 115 19

管    外 39 23 1 1 14

計 12,591 64 4 1,411 95 73 1,940 97 143 8,068 626 70

柏 原 市 3,431 16 2 374 31 33 518 30 35 2,225 152 15

26 羽曳野市 5,795 27 1 673 47 24 929 43 49 3,622 353 27

年 藤井寺市 3,340 18 1 352 17 16 490 24 59 2,214 121 28

管    外 25 3 12 3 7

計 12,820 48 3 1,420 106 92 1,982 91 125 8,175 662 116

柏 原 市 3,570 18 379 32 31 537 17 31 2,301 189 35

27 羽曳野市 5,833 21 1 642 50 34 921 42 57 3,683 334 48

年 藤井寺市 3,388 7 2 379 24 27 523 32 36 2,187 139 32

管    外 29 2 20 1 1 4 1

計 13,217 15 1 2 1,350 104 80 2,032 84 119 8,569 682 179

柏 原 市 3,676 5 1 355 36 25 526 11 40 2,460 171 46

28 羽曳野市 5,981 6 1 611 41 33 952 39 38 3,817 360 83

年 藤井寺市 3,527 4 1 361 27 22 552 34 41 2,285 151 49

管    外 33 23 2 7 1

計 13,423 13 5 1,272 99 76 2,096 77 117 8,755 746 167

柏 原 市 3,648 3 4 367 39 27 528 18 28 2,399 188 47

29 羽曳野市 6,106 7 534 38 30 957 34 58 3,998 381 69

年 藤井寺市 3,642 3 1 352 22 18 611 25 31 2,351 177 51

管    外 27 19 1 7

計 14,254 25 6 2 1,236 122 75 2,230 74 133 9,410 726 215

柏 原 市 3,952 7 2 318 46 29 581 17 40 2,691 168 53

30 羽曳野市 6,502 11 3 554 53 26 1,031 26 51 4,265 387 95

年 藤井寺市 3,778 7 3 355 23 20 612 31 42 2,448 171 66

管    外 22 9 6 6 1

計 14,568 9 3 1,176 109 67 2,359 80 99 9,605 889 172

柏 原 市 4,012 3 2 308 36 31 598 12 23 2,728 211 60

元 羽曳野市 6,776 5 527 47 25 1,111 36 47 4,405 495 78

年 藤井寺市 3,751 1 1 318 25 11 650 32 29 2,468 183 33

管    外 29 23 1 4 1

計 13,089 13 1,024 99 34 2,319 78 84 8,440 843 155

柏 原 市 3,603 5 289 27 11 622 22 26 2,358 195 48

2 羽曳野市 6,126 5 418 47 14 1,096 32 34 3,944 464 72

年 藤井寺市 3,343 3 308 25 9 601 24 24 2,132 184 33

管    外 17 9 6 2

計 13,614 24 3 974 111 52 2,303 45 92 8,917 937 156

柏 原 市 3,599 6 2 239 40 15 610 11 31 2,363 233 49

3 羽曳野市 6,564 13 1 462 43 20 1,108 23 45 4,261 511 77

藤井寺市 3,433 5 264 28 17 582 11 16 2,288 193 29

管    外 18 9 3 5 1

計 16,140 24 4 1,050 131 70 2,467 64 121 11,139 886 184

柏 原 市 4,156 9 268 46 25 614 9 29 2,888 213 55

4 羽曳野市 7,749 6 473 55 30 1,199 30 74 5,320 474 88

藤井寺市 4,205 9 4 299 29 15 651 25 18 2,917 197 41

管    外 30 10 1 3 14 2

 　事故種別

区分

年

平
成

令
和

年

平

成

平

成

平
成

令

和

令
和

平
成

平

成

平

成

自

然

災

害

急

　

　

病

そ　の　他一

般

負

傷

加

　

　

害

自

損

行

為

水

　

　

難

交

通

事

故

労

働

災

害

合

　

　

計

火

　

　

災

運

動

競

技
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（９）現場到着及び収容所要時間状況 

 
 

 

（１０）過去１０年間の救命講習修了者数状況 

 

合　　計 急　　病 交通事故 一般負傷 その他

16,140 11,139 1,050 2,467 1,484

３分未満 67 22 8 14 23

３分以上５分未満 574 324 30 84 136

５分以上１０分未満 9,800 6,660 666 1,552 922

１０分以上２０分未満 5,578 4,037 332 811 398

２０分以上 121 96 14 6 5

8分54秒 9分06秒 8分42秒 8分36秒 7分54秒

合　　計 急　　病 交通事故 一般負傷 その他

13,741 9,374 933 2,218 1,216

１０分未満

１０分以上２０分未満 129 48 7 15 59

２０分以上３０分未満 1,839 1,172 124 279 264

３０分以上６０分未満 9,319 6,371 674 1,550 724

６０分以上１２０分未満 2,207 1,590 116 346 155

１２０分以上 247 193 12 28 14

47分12秒 48分12秒 44分48秒 46分24秒 42分30秒平均所要時間（分）

現

場

到

着

所

要

時

間

平均所要時間（分）

合　　　　　計

　　　　　　　　　　　　事故種別

区　分

合　　　　　計

単位（件）

医

療

機

関

等

収

容

所

要

時

間

単位（人）

　　　　　　　　　　　　事故種別

区　分

単位（人）

　　　　　種別
年

普通救命講習 上級救命講習 普及員講習 救命入門コース

平成　２５年 1,888 217 92

平成　２６年 2,168 133 113

平成　２７年 1,996 61 132

平成　２８年 2,014 107 103

平成　２９年 1,663 74 143

平成　３０年 1,855 119 224

令和　　元年 1,777 111 110 1,761

令和　　２年 193 35 21 803

令和　　３年 288 48 37 906

令和　　４年 667 60 269 1,922

合　　　計 14,509 965 1,244 5,392

総　　　計 22,110

－ 106 －



 
 
 

Ⅹ 救 助 編 
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令和４年中の救助概況  

（１）救助出場件数の推移 

  本年中の出場件数は３２１件、このうち活動件数は１７２件、救助人員は１０５人でありま

す。前年に比べ救助出場件数は８０件増加しております。 

 

（２）事故種別出場状況 

事故種別出場件数は、火災３１件（９．７％）、交通事故３９件（１２．１％）となってお

り、令和３年の救助出場件数より火災は６件増加、交通事故は１４件増加で、全体の２１．８％

を占めております。 

また、建物等による事故の出場件数が９２件で９件増加し、全体の２８．７％を占めており

ます。 

 

253

202 

251 256 240

303

243 230 241

321 

0

50

100

150

200

250

300

350

平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 令和3年 令和4年

（件） 救助出場件数の推移

火災

31件

9.7％ 交通事故

39件

12.1％

水難事故

4件

1.2％

風水害等自然災害

0件

0％

機械による事故

3件

0.9％

建物等による事故

92件

28.7％

ガス及び酸欠事故

8件

2.5％

その他の事故

144件

44.9％

事故種別出場状況
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（３）事故種別出場状況 

 

 

建物 建物以外

24 7 39 4 3 92 8 144 321

24 7 13 4 3 88 4 29 172

11 16 3 4 60 11 105

9 3 12 1 26 1 44 96

9 3 6 1 25 1 7 52

1 7 1 17 3 29

7 2 17 1 1 32 3 65 128

7 2 4 1 1 32 2 14 63

1 6 1 2 19 4 33

8 1 5 3 1 34 4 35 91

8 1 1 3 1 31 1 8 54

9 1 2 1 24 4 41

1 5 6

1 2 3

2 2

18 85 1 19 123

6 2 2 1 11

高 速 2 1 3

その他の道路 1 7 1 9

内水面 2 4 6

外水面

2 2

4 3 1 1 2 6 17

1 1

風水害
等自然

災害

機械
による

事故

出 場 件 数

火 災
交通
事故

水難
事故

建物等
による

事故

ガス及
び酸欠

事故

破裂
事故

その他
の事故

合 計

その他の屋内

屋
　
　
外

道
 
路

水
 
面

山　岳

その他の屋外

地　下

そ　の　他

活 動 件 数

救 助 人 員

活
　
動
　
件
　
数

屋
 
内

住　居

柏
原
市

出場件数

活動件数

救助人員

羽
曳
野
市

出場件数

管
外

出場件数

活動件数

救助人員

活動件数

救助人員

藤
井
寺
市

出場件数

活動件数

救助人員

事故種別

区 分
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（４）月別出場・活動状況 

 
 

建物 建物以外

出場件数 3 1 2 6 19 31

活動件数 3 1 1 6 4 15

出場件数 1 1 4 1 8 15

活動件数 1 4 2 7

出場件数 1 2 4 3 1 13 24

活動件数 1 2 3 1 1 8

出場件数 6 2 12 12 32

活動件数 6 1 12 3 22

出場件数 3 3 1 8 10 25

活動件数 3 2 1 6 5 17

出場件数 2 3 12 2 10 29

活動件数 2 2 12 1 17

出場件数 1 5 1 2 12 10 31

活動件数 1 2 1 2 12 18

出場件数 2 2 5 1 8 13 31

活動件数 2 2 2 1 8 6 21

出場件数 1 2 1 11 15 30

活動件数 1 1 1 10 3 16

出場件数 1 8 4 2 12 27

活動件数 1 1 4 1 1 8

出場件数 2 1 3 1 9 12 28

活動件数 2 1 1 8 3 15

出場件数 2 1 3 2 10 18

活動件数 2 1 3 2 8

出場件数 24 7 39 4 3 92 8 144 321

活動件数 24 7 13 4 3 88 4 29 172

合
計

９
月

交通事故

火 災
　

８
月

５
月

４
月

７
月

１
月

10
月

11
月

12
月

６
月

３
月

２
月

合  計水難事故
風水害等

自然災害

機械によ

る事故

建物等に

よる事故

その他の

事故
破裂事故

ガス及び

酸欠事故

事故種別

月 別
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（５）１０年間の活動状況 

 

42 53 6 2 4 63 13 70 253

42 16 4 2 2 41 5 24 136

2 9 3 1 1 31 8 55

39 43 10 1 4 62 4 39 202

39 13 6 2 42 1 8 111

6 6 6 5 30 4 57

38 41 5 3 7 83 6 68 251

38 17 5 3 5 61 4 21 154

2 14 4 9 31 5 65

29 54 4 4 82 6 77 256

29 12 2 2 55 2 8 110

3 10 6 3 32 1 4 59

26 42 10 7 3 76 3 73 240

26 11 8 3 1 51 1 12 113

3 11 7 1 33 6 61

34 38 5 13 2 69 1 141 303

34 14 2 3 1 56 1 26 137

3 15 2 1 40 13 74

25 38 4 2 58 2 114 243

25 10 3 1 55 1 22 117

1 15 3 1 40 16 76

28 34 1 3 53 4 107 230

28 13 1 2 50 2 19 115

6 12 2 35 9 64

25 25 9 4 83 1 94 241

25 6 7 1 82 19 140

5 7 6 1 55 8 82

31 39 4 3 92 8 144 321

31 13 4 3 88 4 29 172

11 16 3 4 60 11 105

平
成
２
７
年

活動件数

救助人員

交 通
事 故

火 災

出場件数

平
成
２
５
年
平
成
２
６
年

出場件数

活動件数

救助人員

平
成
２
８
年

出場件数

活動件数

救助人員

令
和
３
年

出場件数

活動件数

救助人員

平
成
２
９
年

令
和
２
年

活動件数

活動件数

救助人員

令
和
元
年

出場件数

平
成
３
０
年

出場件数

合　計
風水害
等自然
災害

機械に
よ　る
事故

建物等
による
事故

ガス及
び酸欠
事故

破 裂
事 故

その他
の事故

令
和
４
年

出場件数

活動件数

救助人員

水 難
事 故

出場件数

活動件数

活動件数

救助人員

活動件数

救助人員

救助人員

出場件数

救助人員

出場件数

事故種別

年 別
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（６）機械器具等の保有状況 

 

 

（７）救助訓練実施状況 

 

 

数量 数量

か ぎ 付 は し ご 3 空 気 呼 吸 器 15

三 連 は し ご 3 酸 素 呼 吸 器 10

空 気 式 救 助 マ ッ ト 2 送 排 風 機 2

救 命 索 発 射 銃 5 エ ア ー ラ イ ン マ ス ク 0

サーバイバースリング・救助用縛帯 12 耐 電 衣 一 式 6

平 担 架 3 防 塵 メ ガ ネ 14

油 圧 ジ ャ ッ キ 2 携 帯 警 報 器 14

可 搬 ウ イ ン チ 3 化 学 防 護 服 （ 陽 圧 型 除 く ） 14

マ ン ホ ー ル 救 助 器 具 2 陽 圧 型 防 護 服 6

マ ッ ト 型 空 気 ジ ャ ッ キ 3 耐 熱 服 2

大 型 油 圧 ス プ レ ッ ダ ー 2 放 射 線 防 護 服 4

エ ン ジ ン カ ッ タ ー 4 救 命 胴 衣 208

ガ ス 溶 断 器 2 水 中 投 光 器 0

チ ェ ー ン ソ ー 4 救 命 浮 環 15

鉄 線 カ ッ タ ー 8 救 命 ボ ー ト 5

空 気 鋸 3 船 外 機 5

大 型 油 圧 切 断 機 5 山岳 バ ス ケ ッ ト 型 担 架 3

空 気 切 断 機 0 簡 易 画 像 探 索 器 0

万 能 斧 13 熱 画 像 直 視 装 置 10

ハ ン マ ー 4 投 光 器 1

携 帯 用 コ ン ク リ ー ト 破 壊 器 具 5 携 帯 投 光 器 ( Ｈ Ｉ Ｄ ラ イ ト ) 24

削 岩 機 3 携 帯 拡 声 器 5

ハ ン マ ー ド リ ル 4 携 帯 無 線 機 3

可 燃 性 ガ ス 測 定 器 1 応 急 処 置 用 セ ッ ト 3

有 毒 ガ ス 測 定 器 3 緩 降 機 2

酸 素 濃 度 測 定 器 0 救 助 用 降 下 器 18

放 射 能 測 定 器 47 発 電 機 4

画 像 探 索 機 Ⅰ 型 1

画 像 探 索 機 Ⅱ 型 2

地 中 音 響 探 知 機 1

夜 間 用 暗 視 装 置 1

地 震 警 報 器 1

品      名 品      名
一
般
救
助
用
器
具

呼

吸

保

護

用

器

具

隊
員
保
護
用
器
具

重

量

物

排

除

用

器

具

別
表
第
三

切
断
用
器
具

水
難
用
器
具

探

索

用

器

具

破
壊
用
器
具

そ
の
他
の
救
助
器
具

測

定

用

器

具

平均 1.96計 3,567 13,945 平均 3.9 7,103

そ の 他 の 訓 練 110 427 3.9 211.5 1.92

各種救助事象想定訓練 498 1,939 3.9 1,023.0 2.05

各種救助器具取扱訓練 395 1,561 4.0 796.5 2.02

検 索 ・ 救 助 訓 練 37 141 3.8 66.0 1.78

ロープ基本・応用訓練 1,049 4,106 3.9 2,212.5 2.11

体 力 練 成 訓 練 1,478 5,771 3.9 2,793.5 1.89

実施延回数 実施延人員
１回当たり
参加人員

実施延時間
１回当たり
実施時間訓練種別

区 分
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Ⅺ そ の 他 編 
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令和４年中の火災以外の出場概要 

（１）過去１０年間の出場件数の推移 

本年中の出場件数は１,２０７件で、前年と比較しますと１９１件増加し、１日あたり

約３件の割合で出場したことになります。 
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（２）原因別出場件数 

原因別出場件数につきましては、救急隊支援・交通事故・警報設備等の誤作動・火災

に至らない事案が合計１,０８７件で全体の約９０％を占めています。 
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（３）各市別出場件数及び各市原因別出場件数 

出場総数１,２０７件のうち、羽曳野市が５７０件で全体の４７％、藤井寺市が３０４

件で全体の２５％、柏原市が３２７件で全体の２７％、管外が６件であります。 

柏原市

３２７件２７％
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５７０件４７％
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３０４件２５％

各市別出場件数 

管外 

６件１％ 
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（４）覚知方法別出場件数 

覚知方法別で出場を見ますと、火災報知専用電話（携帯電話）が５９０件（４９％）

で、次いで火災報知専用電話（ＩＰ電話）の２６５件（２２％）となり、これらで総数

の７１％を占めております。 
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（５）月別出場件数 

月別に出場件数を見ますと、１２月の１３５件が最も多く６月の６８件が最も少なく

なっております。 
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